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は
じ
め
に

　

今
川
氏
真
（
一
五
三
八
─
一
六
一
四
）
は
、
駿
河
・
遠
江
を
統
治
し
た
戦
国
大
名
だ
っ
た
が
、
父
・
義
元
が
敗
死
し
た
後
に
家
督
を
継
い

だ
も
の
の
領
国
を
失
い
、
そ
の
後
は
徳
川
家
康
に
庇
護
さ
れ
る
身
と
な
り
生
涯
を
終
え
た
。

　

筆
者
は
以
前
、「
今
川
氏
真
と
和
歌

─
天
正
三
年
『
今
川
氏
真
詠
草
』
を
め
ぐ
っ
て

─
」（『
女
子
大
国
文
』
168
、
二
〇
二
一
年
一
月
、

以
下
「
旧
稿
」
と
す
る
の
は
こ
の
論
文
）
に
お
い
て
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
の
詠
草
か
ら
、
氏
真
の
和
歌
に
対
す
る
姿
勢
や
、
当
時
の

時
世
と
の
関
わ
り
が
和
歌
に
は
希
薄
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
察
し
た
。
そ
の
後
、
慶
應
義
塾
大
学
・
小
川
剛
生
教
授
か
ら
、
慶
應
義
塾
大
学

三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
『
百
首
・
法
楽
百
首
』
が
蔵
さ
れ
る
と
ご
教
示
を
受
け
た
。

　
『
百
首
・
法
楽
百
首
』
は
、
新
編
私
家
集
大
成
・『
今
川
氏
と
観
泉
寺
』（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
七
四
年
）
所
収
「
今
川
氏
真
全
歌
集
」
に

収
め
ら
れ
る
氏
真
和
歌
と
一
首
も
重
な
ら
な
い
、
新
出
の
氏
真
詠
草
で
あ
る
。
詠
作
年
次
は
不
詳
で
、
冒
頭
の
「
沙
弥
宗
誾
」
と
い
う
署
名

か
ら
、
氏
真
が
出
家
し
て
「
宗
誾
」
の
署
名
を
用
い
始
め
た
天
正
三
年
か
ら
、
氏
真
が
没
し
た
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
五
）
十
二
月
二
十
八

今
川
氏
真
の
和
歌
表
現

─
『
百
首
・
法
楽
百
首
』
を
め
ぐ
っ
て

─
小

山

順

子
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日
ま
で
の
詠
歌
と
し
か
分
か
ら
な
い
。
翻
刻
を
小
山
順
子
・
大
石
華
央
・
土
井
萌
菜
・
東
野
空
・
古
川
彩
佳
「
今
川
氏
真
『
百
首
・
法
楽
百

首
』
紹
介
と
翻
刻
」（『
女
子
大
国
文
』
178
、
二
〇
二
六
年
二
月
）
に
掲
載
し
た
が
、
本
稿
で
は
こ
の
二
百
首
を
通
じ
て
、
氏
真
の
和
歌
表
現

に
つ
い
て
検
討
・
考
察
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
氏
真
の
和
歌
は
一
六
〇
〇
首
以
上
で
、
戦
国
大
名
と
し
て
は
多
く
の
和
歌
を
残
し
て
い
る
。
加
え
て
氏
真
は
、

勅
撰
歌
人
以
外
の
、
南
北
朝
期
か
ら
近
世
初
期
の
地
下
歌
人
か
ら
三
十
六
歌
仙
を
撰
ん
だ
『
集
外
歌
仙
』
に
も
採
ら
れ
る
な
ど
、
歌
人
と
し

て
の
声
価
を
得
て
い
た
。
氏
真
の
和
歌
表
現
に
つ
い
て
、
井
上
宗
雄（

（
（

は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
（
傍
線
、
引
用
者
）。

中
世
和
歌
の
最
も
正
統
な
る
も
の
は
、（
中
略
）
物
の
本
意
（
美
的
本
質
）
を
、
洗
練
さ
れ
た
な
だ
ら
か
な
言
葉
で
詠
む
も
の
で
あ
っ
た
。

（
中
略
）
氏
真
の
歌
の
基
調
も
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
。
優
美
な
境
地
を
平
明
に
よ
ん
だ
伝
統
的
な
も
の
が
多
い
。（
中
略
）
発
想
・
構

想
・
表
現
の
面
白
い
、
珍
し
い
歌
が
あ
る
。（
中
略
）
く
だ
け
た
表
現
、
珍
し
い
題
材
を
通
し
て
俗
な
境
地
に
踏
み
込
ん
で
い
る
も
の

が
あ
り
、（
中
略
）
一
つ
の
新
し
さ
で
あ
る
。（
中
略
）
失
敗
作
も
間
々
見
受
け
ら
れ
る
が
、
伝
統
的
な
が
ら
、
手
馴
れ
た
も
の
が
か
な

り
存
し
て
、
さ
す
が
に
和
歌
を
精
神
生
活
の
中
心
に
置
い
た
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。（
中
略
）
素
人
く
さ
い
所
が
あ
る
の

が
む
し
ろ
氏
真
ら
し
い
（
後
略
）

　

中
世
和
歌
の
伝
統
を
基
調
と
し
た
手
馴
れ
た
表
現
で
あ
り
つ
つ
、
珍
し
さ
や
俗
な
境
地
に
踏
み
込
ん
だ
素
人
っ
ぽ
さ
が
あ
る
と
い
う
の
が
、

氏
真
の
和
歌
に
対
す
る
概
評
で
あ
る
。
加
え
て
小
川
剛
生（

（
（

は
「
氏
真
の
和
歌
は
、
題
詠
を
巧
み
に
処
理
す
る
点
は
も
ち
ろ
ん
水
準
以
上
の
手

腕
と
し
て
評
価
で
き
る
。
そ
れ
で
も
な
お
素
人
臭
さ
は
抜
け
ず
、
思
い
が
け
ず
真
率
な
述
懐
が
見
ら
れ
る
点
に
特
色
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
。

　

氏
真
の
和
歌
の
作
り
方
や
和
歌
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
は
、『
故
老
諸
談
』
の
以
下
の
記
述
に
注
目
さ
れ
て
き
た
。

今
川
氏
真
入
道
宗
誾
御
対
談
の
時
、
和
歌
物
語
を
被
レ
成
け
れ
ば
、
宗
誾
云
、「
歌
道
は
広
大
に
し
て
常
人
の
至
る
所
に
非
ず
、
一
句
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を
つ
ら
ぬ
る
に
も
、
詞
を
習
は
ず
し
て
は
云
出
す
事
な
ら
ず
、
師
伝
な
け
れ
ば
読
方
を
し
ら
ず
、
詞
花
言
葉
の
為
に
、
遍
く
歌
書
を
見

ざ
れ
ば
歌
ら
し
き
歌
な
く
、
殊
に
む
つ
か
し
き
物
に
て
候
」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、（
後
略
）

　
『
故
老
諸
談
』
は
徳
川
家
康
に
関
連
す
る
逸
話
や
談
義
を
集
め
た
書
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
家
康
と
の
会
話
が
実
際
に
あ
っ
た

も
の
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
氏
真
の
詠
作
方
法
の
基
本
は
歌
書
か
ら
詞
を
学
ぶ
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
。
但
し
氏
真
の
和
歌
の
基
盤

が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
る
か
、
す
な
わ
ち
ど
う
い
っ
た
先
行
和
歌
か
ら
学
び
影
響
を
受
け
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。
竹
島
一
希（

（
（

は
、「
氏
真
の
幼
少
期
に
在
駿
し
た
三
条
西
実
澄
（
実
枝
）、
冷
泉
為
和
・
為
益
ら
中
央
の
公
家
か
ら
強
い
影

響
を
受
け
た
よ
う
で
」
と
述
べ
て
い
る
。
と
は
い
え
実
例
に
則
し
た
検
討
と
考
察
を
行
っ
て
い
る
研
究
は
管
見
に
入
ら
ず
、
氏
真
と
の
交
流

か
ら
の
推
測
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
百
首
・
法
楽
百
首
』
所
収
の
二
百
首
か
ら
、
氏
真
歌
が
ど
の
よ
う
な
先
行
和
歌

か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
を
検
討
し
、
歌
人
・
今
川
氏
真
の
和
歌
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

一
、
冷
泉
為
和
・
三
条
西
実
枝
か
ら
の
影
響

　

以
下
、
氏
真
の
和
歌
表
現
が
ど
の
よ
う
な
歌
人
た
ち
か
ら
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
ゆ
く
。
先
述
し
た
よ

う
に
、
竹
島
一
希
は
氏
真
に
影
響
を
与
え
た
歌
人
と
し
て
三
条
西
実
澄
（
実
枝
）
と
冷
泉
為
和
・
為
益
の
名
を
挙
げ
て
い
た
。
こ
こ
に
挙
げ

ら
れ
た
三
名
の
中
で
、『
百
首
・
法
楽
百
首
』
に
確
か
に
影
響
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
為
和
と
実
枝
（
実
澄
と
も
。
以
下
、
呼
称
は
「
実
枝
」

で
統
一
す
る
）
だ
っ
た
。

　

為
和
か
ら
の
影
響
は
、
次
の
一
首
に
認
め
ら
れ
る
。
以
下
、
本
二
百
首
の
本
文
引
用
と
歌
番
号
は
、
前
出
の
「
今
川
氏
真
『
百
首
・
法
楽

百
首
』
紹
介
と
翻
刻
」
に
拠
る
。
濁
点
は
わ
た
く
し
に
付
す
。

　
　
　
　

仙
家
竹
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199
を
の
ゝ
え
を
く
た
す
も
し
ら
じ
深
緑
夏
冬
わ
か
で
千
尋
あ
る
陰

　

こ
の
歌
の
本
歌
は
、「
わ
が
門
に
千
尋
あ
る
影
を
う
ゑ
つ
れ
ば
夏
冬
た
れ
か
隠
れ
ざ
る
べ
き
」（『
伊
勢
物
語
』
142
第
七
九
段
）
で
、「
夏
冬
」

「
千
尋
あ
る
陰
」
は
本
歌
に
よ
る
詞
で
あ
る
。
こ
の
「
千
尋
あ
る
陰
」
を
題
の
竹
の
表
現
と
し
て
用
い
た
の
は
、
そ
も
そ
も
本
歌
の
「
千
尋

あ
る
か
げ
」
の
「
か
げ
」
が
大
島
本
（
広
本
系
）
諸
本
や
真
名
本
で
は
「
た
け
（
竹
）」
と
な
っ
て
お
り
、ま
た
こ
の
句
の
背
景
に
あ
る
『
山

海
経
』
や
白
居
易
詩
か
ら
も
、
竹
を
詠
む
こ
と
が
明
ら
か
だ
と
解
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ（

（
（

。
但
し
、「
夏
冬
」
を
合
わ
せ
て
取
る
先
行
例
は
、

為
和
の
次
の
一
首
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　

雑
・
竹
不
レ
改
レ
色　

十
二
月
六
日
広
橋
大
納
言
家
会

　
　

夏
冬
も
葉
か
へ
ぬ
色
の
深
み
ど
り
千
尋
あ
る
か
げ
や
宿
の
行
末
（『
為
和
（
為
和
集
）』
824
）

　

第
三
句
の
「
深
緑
」
も
一
致
し
て
い
る
。
為
和
は
「
千
尋
あ
る
陰
」
に
、
庇
護
と
家
の
繁
栄
・
存
続
と
い
う
本
歌
の
主
題
を
重
ね
て
詠
ん

で
い
る
が
、
氏
真
は
歌
題
「
仙
家
竹
」
の
表
現
に
用
い
た（

（
（

。
ど
れ
ほ
ど
時
間
が
経
っ
て
も
変
化
す
る
こ
と
の
な
い
仙
界
、
そ
し
て
仙
界
に
あ

る
家
に
植
え
ら
れ
た
常
緑
樹
の
竹
の
表
現
に
用
い
て
い
る
。

　

三
条
西
実
枝
か
ら
の
影
響
は
、
次
の
一
首
に
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　

春
・
款
冬　

　

19
深
み
ど
り
秋
の
朽
葉
も
一
本
の
籬
に
こ
も
る
山
ぶ
き
の
花

　

こ
の
歌
に
は
、
次
に
挙
げ
る
実
枝
の
天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）
の
詠
作
か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

　

�　

山
吹
は
か
ろ
く
ち
る
べ
き
た
ぐゞ

び
と
や
秋
の
朽
葉
の
色
に
さ
く
ら
ん

�

（『
実
枝
（
三
光
院
詠
）』
474
「
款
冬
散
／
天
文
十
七
二
太
神
宮
御
法
楽
十
百
首
当
座
」）

　

山
吹
の
花
の
濃
黄
色
を
「
秋
の
朽
葉
」
に
重
ね
合
わ
せ
、
凋
落
を
思
わ
せ
る
趣
向
は
、
管
見
の
限
り
他
に
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
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い
。
実
枝
か
ら
摂
取
し
た
趣
向
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
氏
真
と
冷
泉
為
和
・
三
条
西
実
枝
と
の
関
係
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

氏
真
お
よ
び
父
・
義
元
の
和
歌
の
師
は
冷
泉
為
和
だ
っ
た
。
冷
泉
為
和
お
よ
び
為
益
と
今
川
家
の
関
係
に
つ
い
て
は
旧
稿
に
ま
と
め
た
の

で
、
要
点
を
記
す
。
今
川
氏
と
冷
泉
家
と
の
関
わ
り
は
、
今
川
了
俊
が
冷
泉
為
秀
の
門
弟
だ
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
為
秀
か
ら
五
代
後
の
当

主
・
為
広
は
幕
府
と
東
国
大
名
と
の
連
絡
役
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
特
に
今
川
氏
親
の
も
と
で
駿
河
に
在
国
し
た
。
為
広

の
子
・
為
和
は
、享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
に
駿
河
へ
下
向
し
た
後
、短
期
間
帰
洛
す
る
こ
と
は
あ
れ
ど
も
、天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）、六
四

歳
で
没
す
る
ま
で
駿
河
に
生
活
の
拠
点
を
置
い
た
。
為
和
は
氏
輝
の
和
歌
師
範
と
な
り
、
氏
輝
の
死
後
に
家
督
を
継
い
だ
義
元
に
も
和
歌
を

教
え
た
。

　

為
和
が
没
し
た
時
、
氏
真
は
当
時
十
二
歳
だ
っ
た
。
そ
の
後
は
為
和
の
息
子
・
為
益
を
師
と
し
た
。
為
益
が
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
年
）

に
駿
河
国
に
一
年
間
下
向
し
た
時
、
氏
真
は
為
益
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
て
い
る（

（
（

。
為
益
の
影
響
の
跡
が
窺
わ
れ
る
氏
真
歌
は
、
今
回
の
調

査
で
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
為
益
に
は
残
さ
れ
た
詠
草
・
和
歌
が
少
な
い
こ
と
も
大
き
な
理
由
だ
ろ
う
が
、
為
益
は
為
和
と
違
っ
て
在
駿

期
間
が
短
く
、
直
接
の
交
流
が
乏
し
か
っ
た
こ
と
も
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
実
枝
と
の
関
係
で
あ
る
。
今
川
氏
と
三
条
西
家
と
の
関
わ
り
は
深
い
。
実
枝
の
祖
父
・
実
隆
は
、
中
御
門
家
（
宣
胤
女
が
氏
親
の
妻

寿
桂
尼
）
や
宗
長
等
の
仲
介
の
も
と
に
今
川
氏
と
交
流
を
持
ち
、
氏
親
（
氏
真
の
祖
父
）
の
詠
草
に
実
隆
が
批
点
を
加
え
た
り
、
実
隆
筆
の

古
典
が
駿
河
に
も
た
ら
さ
れ
た（

（
（

。
さ
ら
に
氏
真
の
父
・
義
元
が
家
督
を
継
ぐ
前
の
禅
僧
時
代
、
在
京
し
て
い
た
時
に
は
実
隆
に
師
事
し
て
い

た（
（
（

。
今
川
氏
は
代
々
、
冷
泉
流
の
和
歌
を
学
ん
だ
が
、
一
方
で
、
三
条
西
家
か
ら
も
和
歌
を
学
ん
で
い
た
の
だ（

（
（

。

　

実
枝
は
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
に
初
め
て
駿
河
を
訪
れ
て
以
来
、
た
び
た
び
駿
河
に
下
向
し
、
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
四
二

歳
か
ら
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
五
九
歳
ま
で
十
七
年
間
の
ほ
と
ん
ど
を
駿
河
に
在
国
し
た
。
こ
の
時
期
は
氏
真
が
十
五
歳
か
ら
三
一
歳
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の
時
に
当
た
る
。
氏
真
の
人
生
で
は
、
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
北
条
氏
康
女
・
早
川
殿
と
の
結
婚
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
桶
狭

間
の
戦
い
に
よ
る
父
・
義
元
の
敗
死
と
家
督
継
承
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
十
二
月
武
田
信
玄
に
よ
る
駿
河
侵
攻
そ
し
て
掛
川
城
へ
の

逃
走
な
ど
が
こ
の
間
に
あ
っ
た
。
実
枝
が
駿
河
に
在
国
し
た
時
期
は
、
ま
さ
に
氏
真
の
少
年
期
か
ら
青
年
期
、
人
生
の
変
転
に
直
面
し
た
時

期
だ
っ
た
。

　

実
枝
の
長
い
駿
河
在
国
は
、
連
歌
師
・
紹
巴
に
「
な
ど
し
も
か
か
る
田
舎
渡
ら
ひ
に
は
、
年
を
送
ら
せ
給
ふ
」（『
紹
巴
富
士
見
道
記
』）

と
不
審
に
思
わ
れ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
長
い
在
駿
の
背
景
に
伊
藤
敬（
（1
（

は
、
実
枝
の
「
逃
避
隠
棲
、
自
適
と
歌
道
生
活
」
の
「
陰
陽
の
両
面
」
を

指
摘
し
て
い
る
が
、
結
果
と
し
て
実
枝
の
在
駿
は
駿
河
歌
壇
に
活
況
を
も
た
ら
し
た
。
実
枝
が
帰
洛
し
た
の
は
、
駿
河
侵
攻
に
よ
り
氏
真
が

駿
河
国
城
主
の
座
を
失
っ
た
半
年
後
で
、
兵
乱
を
避
け
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
つ
ま
り
実
枝
が
歌
道
の
重
鎮
と
し
て
権
威
を
奮
い
、
歌
人
た
ち

に
慕
わ
れ
、
生
活
の
場
と
し
た
の
は
、
義
元
・
氏
真
が
治
め
た
駿
河
国
だ
っ
た
の
だ
。
氏
真
が
駿
河
を
追
わ
れ
た
後
も
実
枝
と
の
交
流
は
続

い
た
。『
氏
真
Ⅰ
（
今
川
氏
真
詠
草
）』
252
・
253
番
詞
書
に
は
「
三
条
西
殿
実
澄
め
さ
れ
て
参
ず
、
二
十
首
当
座
人
数
十
七
人
」
と
あ
っ
て
、

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
上
洛
し
た
際
に
は
、
実
枝
家
の
歌
会
に
氏
真
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

　

為
和
も
実
枝
も
、
氏
真
が
和
歌
の
師
と
し
た
人
物
だ
っ
た
。
為
和
に
関
し
て
は
、
為
和
が
没
し
た
時
に
氏
真
は
ま
だ
十
二
歳
だ
っ
た
と
は

い
え
、
元
服
前
に
龍
王
丸
を
名
乗
っ
て
い
た
時
期
に
「
今
川
龍
王
丸
張
行
歌
合（
（1
（

」
を
主
催
し
、
為
和
が
判
者
を
つ
と
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

幼
少
期
か
ら
為
和
の
教
え
を
受
け
て
い
た
の
は
確
実
で
あ
る
。
実
枝
も
、
十
七
年
に
及
ぶ
在
駿
生
活
の
中
で
、
駿
河
で
歌
会
を
開
き
、
駿
河

の
国
人
に
和
歌
を
指
導
し
た
。
こ
う
し
た
交
流
か
ら
、
氏
真
が
為
和
や
実
枝
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

は
っ
き
り
と
し
た
影
響
関
係
を
指
摘
し
う
る
の
は
上
記
二
例
の
み
だ
っ
た
。
実
枝
と
為
和
か
ら
の
影
響
は
確
か
に
認
め
ら
れ
る
と
は
言
え
、

さ
ほ
ど
例
が
多
く
な
い
点
に
は
注
意
さ
れ
る
。
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二
、
正
徹
・
正
広
か
ら
の
影
響

　

本
二
百
首
の
表
現
を
検
討
す
る
と
、
氏
真
と
直
接
に
交
流
が
あ
り
和
歌
の
指
導
を
受
け
た
為
和
・
実
枝
よ
り
も
、
大
い
に
影
響
を
受
け
て

い
る
と
判
断
さ
れ
る
の
が
、
正
徹
・
正
広
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
正
徹
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
歌
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　

雑
・
田
家

　

95
大
け
な
く
千
町
の
水
の
か
げ
ば
か
り
む
す
べ
る
廬
の
庭
と
見
る
哉

　
〈
身
の
程
知
ら
ず
な
こ
と
に
も
、
千
町
に
広
が
る
水
田
を
流
れ
る
水
に
映
る
月
光
が
映
し
出
す
限
り
の
範
囲
を
、
私
が
結
ん
で
い
る
庵
の

庭
と
見
る
こ
と
だ
〉
と
訳
す
。
歌
題
「
田
家
」
か
ら
推
測
す
る
と
、「
千
町
」
と
は
千
町
（
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
及
ぶ
広
さ
の
田
を
指
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。「
千
町
」
の
語
が
和
歌
に
詠
ま
れ
た
古
い
例
に
「
数
し
ら
ず
田
子
の
お
ほ
く
も
見
ゆ
る
か
な
千
町
の
さ
な
へ
と
れ
ば
な
り

け
り
」（『
長
秋
詠
藻
』
下
624
「
早
苗
う
ゑ
た
る
所
」）
が
あ
り
、
こ
の
俊
成
歌
の
影
響
で
あ
ろ
う
、
新
古
今
時
代
以
後
「
千
町
の
早
苗
」
の

形
で
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
（
た
と
え
ば
、『
壬
二
集
』
2213
・『
老
若
五
十
首
歌
合
』
124
・『
千
五
百
番
歌
合
』
2143
・
2165
他
）。
し
か
し
氏
真
は

「
千
町
の
水
」、
す
な
わ
ち
千
町
に
広
が
る
水
田
を
流
れ
る
水
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
次
の
正
徹
の
一
首
に
し
か
他
例
を
見
出
せ
な
い
表

現
で
あ
る
。

　
　
　
　

�

同
廿
日
よ
り
、
今
熊
野
な
る
所
に
草
庵
を
結
び
て
う
つ
り
侍
し
後
、
そ
の
い
と
な
み
に
い
づ
か
た
へ
も
立
い
で
ず
な
り
に
し
に
、

五
月
十
五
日
阿
波
守
の
月
次
に
そ
と
い
で
侍
る
、
一
続
の
歌
の
中
に
／
夏
月

　
　

い
つ
の
ま
に
千
町
の
水
を
渡
る
ら
ん
う
へ
し
早
苗
の
み
じ
か
夜
の
月
（『
正
徹
Ⅳ
（
草
根
集
）』
1232
）

　
〈
い
つ
の
間
に
千
町
に
広
が
る
水
田
の
水
を
渡
る
の
だ
ろ
う
か
。
植
え
た
早
苗
が
ま
だ
短
い
、
夏
の
短
夜
の
月
は
〉
の
意
で
、
広
々
と
し
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た
水
田
の
水
を
詠
ん
で
い
る
。
千
町
に
及
ぶ
ほ
ど
広
大
な
田
に
早
苗
が
植
え
ら
れ
た
光
景
に
、
繁
栄
を
象
徴
さ
せ
て
祝
意
を
詠
む
の
が
「
千

町
の
早
苗
」
の
常
套
で
あ
っ
た
の
と
は
違
い
、
正
徹
と
氏
真
は
、
水
田
の
水
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。
氏
真
歌
の
背
景
に
正
徹
歌
を
置
く

と
、「
千
町
の
水
の
影
」
が
何
か
が
理
解
で
き
る
。
氏
真
歌
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
正
徹
歌
と
同
様
に
、
水
に
映
る
月

光
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
祝
意
や
慶
賀
の
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
「
千
町
の
早
苗
」
を
、
広
大
な
水
田
の
景
と
し
て
発
展

さ
せ
た
「
千
町
の
水
」
を
摂
取
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

秋
・
槿

　

48
た
の
し
む
も
た
ゞ
朝
が
ほ
の
世
中
を
花
の
う
は
さ
に
み
る
ぞ
は
か
な
き

　

第
四
句
「
花
の
う
は
さ
」
の
他
例
は
氏
真
自
身
の
「
さ
き
散
る
と
花
の
う
は
さ
に
思
ふ
か
な
う
き
世
の
春
も
秋
草
の
原
」（『
氏
真
Ⅱ
（
詠

草
中
）』
283
「
寄
レ
花
無
常　

当
座
に
」）
し
か
な
い
。
但
し
「
槿
」
と
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
次
の
正
徹
歌
か
ら
の
影
響
を
指
摘
で
き
る
。

　
　
　
　

恋（
マ
マ
）聞
恋

　
　

槿
の
露
の
う
は
さ
を
荻
の
葉
の
声
身
に
し
め
し
中
川
の
宿
（『
正
徹
Ⅳ
（
草
根
集
）』
4359
）

　

題
の
「
槿
」
は
、「
槿
花
一
日
自
為
レ
栄
」（『
和
漢
朗
詠
集
』
291
秋
部
・
槿
・
白
居
易
）「
来
而
不
レ
留　

薤
壟
有
二
払
レ
晨
之
露
一　

去
而
不

レ
返　

槿
籬
無
二
投
レ
暮
之
花
一
」（
同
292
兼
明
親
王
）
に
基
づ
き
、
夕
べ
を
待
た
ず
に
萎
む
た
め
に
儚
さ
の
象
徴
と
し
て
和
歌
に
も
詠
ま
れ
る
。

氏
真
歌
の
上
句
は
、
槿
花
の
よ
う
に
儚
い
世
の
中
を
詠
む
。
こ
れ
は
槿
の
本
意
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
「
う
は
さ
」
と
つ
な
げ
る
の
は
、
正
徹

歌
の
「
槿
の
露
の
噂
」
が
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
正
徹
が
噂
の
儚
さ
を
重
ね
る
も
の
を
「
槿
の
露
」
と
し
た
の
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、

氏
真
は
「
槿
の
花
」
へ
と
転
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

雑
・
鶴

　

85
千
年
を
ば
ひ
な
に
ゆ
づ
り
て
老
鶴
の
何
を
か
夜
の
空
に
わ
ぶ
ら
ん
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「
お
い
づ
る
」
は
「
老
鶴
心
閑
緩
緩
眠
」（『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
鶴
449
都
良
香
）「
老
鶴
従
来
仙
洞
駕
」（
同
・
雑
部
・
故
宮
付
破
宅
533

菅
原
道
真
）
に
例
が
見
ら
れ
る
漢
語
・
詩
語
「
老
鶴
」
を
訓
読
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
五
世
紀
か
ら
和
歌
に
用
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る（

（1
（

詞
だ
が
、
氏
真
の
和
歌
と
の
共
通
点
が
多
い
の
は
、
以
下
の
正
徹
の
一
首
で
あ
る
。

　
　
　
　

名
所
鶴

　
　

和
歌
の
浦
に
た
ち
な
る
べ
く
も
ち
ぎ
ら
れ
ず
ひ
な
は
千
世
へ
ん
な
か
の
老
鶴
（『
正
徹
Ⅳ
（
草
根
集
）』
5770
）

　

正
徹
に
は
他
に
も
『
正
徹
Ⅳ
（
草
根
集
）』
596
・
10197
に
「
お
い
づ
る
」
を
詠
ん
だ
例
が
あ
り
、
正
徹
の
例
は
い
ず
れ
も
「
和
歌
の
浦
」
と

の
組
み
合
わ
せ
で
詠
ま
れ
て
い
る
。
和
歌
の
浦
の
鶴
は
「
若ワ
カ
ノ
ウ
ラ
ニ

浦
尓　

塩シ
ホ
ミ
チ
ク
レ
バ

満
来
者　

滷カ
タ
ヲ
ナ
ミ

乎
無
美　

葦ア
シ
ヘ
ヲ
サ
シ
テ

辺
乎
指
天　

多タ
ヅ
ナ
キ
ワ
タ
ル

頭
鳴
渡
」（『
万
葉
集
』
巻

六
919
山
部
赤
人
）
以
来
の
景
物
で
あ
る
。
中
世
に
な
る
と
「
和
歌
の
浦
」
は
歌
壇
の
、
そ
し
て
そ
こ
で
鳴
く
鶴
は
歌
人
の
譬
喩
と
し
て
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
正
徹
歌
の
意
は
〈
和
歌
の
浦
つ
ま
り
歌
壇
と
い
う
場
所
に
馴
れ
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
約
束
は
で
き
な
い
。
雛

の
よ
う
な
若
い
歌
人
は
こ
れ
か
ら
千
年
も
長
い
時
間
を
過
ご
し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
が
、
そ
の
中
に
い
る
老
い
た
鶴
の
よ
う
な
私
は
〉
と
解
せ
る
。

正
徹
の
、「
雛
」
＝
若
者
と
「
老
鶴
」
＝
老
人
を
対
比
す
る
構
図
、
そ
し
て
「
雛
」
に
は
「
千
代
・
千
年
」
が
あ
る
と
い
う
内
容
を
摂
取
し

た
の
が
氏
真
歌
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
氏
真
歌
は
〈
千
年
も
の
長
い
時
間
は
雛
に
譲
っ
て
、
老
い
た
鶴
が
何
を
夜
の
空
に
思
い
悩
ん
で
い

る
の
だ
ろ
う
〉
の
意
で
、正
徹
歌
と
違
い
和
歌
の
浦
（
歌
壇
）
と
い
う
場
所
は
設
け
て
い
な
い（
（1
（

。
代
わ
り
に
白
居
易
の
「
夜
鶴
憶
レ
子
籠
中
鳴
」

（『
和
漢
朗
詠
集
』
雑
部
・
管
絃
463
白
居
易
）
を
重
ね
て
、
子
を
思
う
心
情
へ
と
転
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

他
に
も
新
編
国
歌
大
観
・
新
編
私
家
集
大
成
に
、
氏
真
以
前
は
正
徹
に
し
か
例
の
見
い
だ
せ
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　

冬
・
初
冬

　

156
う
つ
り
き
ぬ
此
比
秋
の
山
か
ぜ
も
冬
た
つ
雲
は
あ
か
し
た
つ
な
り

　
　
　
　

十
一
月
十
日
、
斯
波
修
理
大
夫
持
種
家
に
は
じ
め
て
ま
か
り
て
、
続
歌
あ
り
し
中
に
／
山
時
雨
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千
世
の
色
を
冬
た
つ
雲
に
契
き
て
時
雨
な
れ
た
る
峯
の
松
か
ぜ
（『
正
徹
Ⅳ
（
草
根
集
）』
6613
）

　
　
　
　

冬
・
爐
火

　

168
夢
路
さ
へ
氷
は
て
け
り
長
き
よ
を
を
き
ゐ
て
明
す
埋
火
の
も
と

　
　

わ
れ
ぞ
う
き
あ
は
れ
ふ
す
ゐ
の
床
中
に
お
き
ゐ
て
あ
か
す
夜
は
も
あ
ら
じ
を
（『
正
徹
Ⅳ
（
草
根
集
）』
4800
「
寄
レ
猪
恋
」）

　
「
冬
た
つ
雲
」
と
は
、〈
冬
が
始
ま
る
頃
に
立
つ
雲
〉
の
意
で
あ
ろ
う
。「
立
つ
」
を
「
冬
立
つ
」
と
「
立
つ
雲
」
の
二
重
に
用
い
た
も
の
で
、

少
な
い
字
数
に
多
く
の
意
を
込
め
た
縮
約
表
現
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
縮
約
表
現
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
に
後
述
す
る
。

　

次
に
、
正
広
か
ら
の
摂
取
・
影
響
例
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　

夏
・
菖
蒲

　

126
や
り
水
に
茂
る
あ
や
め
も
空
焼
の
吹
ま
が
へ
た
る
こ
す
の
下
風

　

氏
真
歌
の
歌
意
は
、〈
遣
水
の
辺
り
に
繁
る
菖
蒲
も
、
ま
る
で
漂
い
来
る
薫
香
の
よ
う
で
、
区
別
が
付
か
な
く
な
る
簾
の
下
を
吹
く
風
だ
〉。

簾
の
中
か
ら
漂
い
出
る
薫
香
と
、
遣
水
の
菖
蒲
の
香
り
が
、
風
で
混
ざ
り
合
う
様
を
詠
ん
で
い
る
。
庭
の
植
物
が
「
空
焼
」
の
よ
う
に
「
こ

す
の
下
風
」
と
混
ざ
り
合
う
と
は
、
以
下
の
正
広
歌
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

詠
五
十
首
和
歌　

文
正
元
年
三
月
／
春
十
首
／
梅
香
入
レ
簾

　
　

さ
く
梅
の
花
に
あ
は
す
る
空
だ
き
も
ひ
と
り
に
か
ほ
る
こ
す
の
下
風
（『
正
広
Ⅱ
（
松
下
集
）』
4
）

　

正
広
歌
が
梅
花
で
詠
ん
だ
の
を
、
菖
蒲
へ
と
転
じ
た
の
だ
ろ
う
。「
小こ

簾す

の
下
風
」
で
一
句
を
な
す
他
例
は
「
吹
は
れ
ぬ
雪
さ
へ
ぞ
ち
る

の
こ
る
火
の
灰
た
ち
の
ぼ
る
こ
す
の
下
風
」（『
正
徹
Ⅳ
（
草
根
集
）』
7242
「
六
日
、
上
総
介
家
の
月
次
に
／
爐
火
」）・「
ぬ
し
や
た
れ
さ
し
け

ん
か
み
も
お
ち
ぐ
し
の
あ
か
ぬ
匂
の
こ
す
の
下
風
」（『
草
根
集
（
日
次
本
）』
8069
「
寄
レ
櫛
恋
」）・「
呉
竹
の
雪
の
葉
分
を
も
る
月
の
光
う
ち

散
る
こ
す
の
下
か
ぜ
」（『
正
広
Ⅱ
（
松
下
集
）』
2790
自
歌
合
・
廿
七
番
・
右
・
月
前
雪
）
の
三
例
の
み（

（1
（

で
、
正
徹
・
正
広
に
し
か
見
出
せ
な
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い
句
で
あ
る
（
句
を
跨
い
で
「
こ
す
の
下
風
」
を
詠
む
例
は
『
親
元
（
蜷
川
親
元
詠
草
）』
306
・『
政
弘
（
拾
塵
集
）』
179
に
も
あ
る
）。

　
　
　
　

夏
・
六
月
祓

　

35
濁
れ
る
も
た
ゞ
よ
ふ
波
の
み
そ
ぎ
河
何
と
た
ゞ
す
の
神
に
と
は
ゞ
や

　
「
糺
の
神
」
と
は
、
賀
茂
御
祖
神
社
（
下
鴨
神
社
）
お
よ
び
そ
の
摂
社
河
合
神
社
の
祭
神
で
あ
る
。
35
番
歌
は
、〈
濁
っ
た
物
も
漂
う
波
が

流
れ
る
禊
川
だ
。
ど
の
よ
う
に
糺
の
神
に
質
問
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
〉
と
解
さ
れ
る
。「
何
と
糺
の
神
」
は
、
以
下
の
正
広
歌
に
し
か

他
例
を
見
い
だ
せ
な
い
。

　
　
　
　
（
長
享
三
年
正
月
）
八
日
、
草
庵
月
次
に
／
憑
二
誓
言
一
恋

　
　

我
も
か
け
人
も
し
め
引
く
杜
の
陰
な
に
と
た
だ
す
の
神
も
待
つ
ら
む
（『
正
広
集
』
1377
）

　

正
広
歌
で
は
〈
ど
の
よ
う
に
糺
の
神
も
待
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
ろ
う
か
〉
と
、
主
語
は
糺
の
神
で
あ
る
が
、
氏
真
は
主
語
を
主
人
公

に
替
え
て
い
る
。

　
　
　
　

秋
・
沢
鴫

　

145
さ
び
し
さ
に
た
へ
ぬ
る
身
こ
そ
悲
し
け
れ
野
沢
の
鴫
も
立
て
い
ぬ
め
り

　

氏
真
歌
は
、
西
行
の
「
さ
び
し
さ
に
た
へ
た
る
人
の
ま
た
も
あ
れ
な
い
ほ
り
な
ら
べ
む
冬
の
山
里
」（『
新
古
今
集
』
冬
627
「
題
し
ら
ず
」）

と
「
こ
こ
ろ
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
し
ら
れ
け
り
し
ぎ
た
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
」（『
新
古
今
集
』
秋
上
362
「
題
し
ら
ず
」）
の
二
首
を
合
わ
せ

て
本
歌
取
り
し
て
い
る
。「
淋
し
さ
に
堪
へ
」
る
主
人
公
が
わ
が
身
の
悲
し
さ
を
痛
感
し
、
そ
の
孤
独
を
一
層
掻
き
立
て
る
よ
う
に
「
野
沢

の
鴫
」
も
自
身
の
側
か
ら
飛
び
立
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
西
行
の
「
心
な
き
…
」
歌
に
詠
ま
れ
た
「
鴫
立
つ
沢
」

を
「
野
沢
の
鴫
も
立
ち
て
」
と
詠
み
替
え
て
い
る
が
、
こ
の
「
野
沢
の
鴫
」
は
、
氏
真
自
身
の
「
う
ら
枯
の
野
沢
の
鴫
の
声
さ
び
て
秋
の
光

も
落
る
水
影
」（
自
筆
百
首
52
秋
・
沢
畔
鴫
）
が
あ
る
他
は
、
次
の
正
広
歌
に
し
か
他
例
を
見
い
だ
せ
な
い
。
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玉
章
に
秋
の
思
の
か
ず
か
く
や
野
沢
の
鴫
に
ま
じ
る
雁
が
ね
（『
正
広
Ⅱ
（
松
下
集
））』
2604
自
歌
合
・
五
十
四
番
・
右
・
沢
鴫
）

　

正
広
歌
は
、
特
に
西
行
歌
と
関
わ
る
内
容
で
は
な
い
が
、
正
広
の
詠
ん
だ
「
野
沢
の
鴫
」
を
西
行
の
「
心
な
き
…
」
歌
に
結
び
つ
け
て
詠

ん
だ
の
が
145
番
歌
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

如
上
、
氏
真
が
正
徹
・
正
広
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
例
を
検
討
し
た
。

　

今
川
家
は
代
々
、
冷
泉
流
の
和
歌
を
学
ん
で
お
り
、
先
述
し
た
よ
う
に
義
元
と
氏
真
の
和
歌
の
師
は
冷
泉
為
和
だ
っ
た
。
冷
泉
家
歌
人
と

し
て
の
今
川
家
を
考
え
る
上
で
、
要
と
な
っ
た
の
が
今
川
了
俊
（
貞
世
）
で
あ
る
。
了
俊
は
駿
河
守
護
今
川
家
初
代
・
範
国
の
次
男
で
あ
り
、

京
極
為
基
、
次
い
で
冷
泉
為
秀
に
師
事
し
、
為
尹
を
擁
護
し
て
冷
泉
家
を
守
り
立
て
、
冷
泉
家
歌
学
を
体
系
づ
け
た
人
物
で
あ
る
。
冷
泉
流

和
歌
は
為
相
、
為
秀
か
ら
了
俊
へ
、
そ
し
て
了
俊
に
師
事
し
た
正
徹
、
そ
の
弟
子
・
正
広
へ
と
受
け
継
が
れ
た
。

　

了
俊
に
師
事
し
た
こ
と
で
、
正
徹
と
今
川
氏
と
の
交
流
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
正
徹
は
、
駿
河
今
川
氏
四
代
の
範
政
と
親
交
が
あ
っ
た
。

正
徹
が
応
永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）
二
六
歳
の
時
に
東
国
へ
下
向
し
た
こ
と
が
、『
正
徹
Ⅳ
（
草
根
集
）』
1832
～
1834
左
注
に
「
い
に
し
へ
廿
六

歳
に
て
東
国
に
下
向
せ
し
事
を
思
い
で
ゝ
よ
め
る
」
と
記
さ
れ
る（
（1
（

。
そ
の
後
も
、『
正
徹
Ⅳ
（
草
根
集
）』
巻
一
に
は
「
応
永
廿
六
年
十
月
日
、

於
二
今
川
上
総
介
範
政
家
一、一
夜
詠
レ
之
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
応
永
二
十
六
年
に
京
の
範
政
邸
で
速
詠
和
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に
応
永
二
十
七
年
に
正
徹
が
詠
ん
だ
「
聖
廟
法
楽
詠
百
首
和
謌
」（『
正
徹
Ⅳ
（
草
根
集
）』
208
～
307
、
通
称
「
正
徹
百
首
」）
は
、
範
政

の
評
詞
を
付
し
た
百
首
の
独
立
伝
本
が
あ
り
、
評
詞
で
範
政
は
正
徹
の
技
量
が
自
ら
よ
り
上
で
あ
る
と
認
め
、
正
徹
の
和
歌
に
感
嘆
し
、
同

じ
く
冷
泉
流
歌
人
と
し
て
共
闘
す
る
意
識
を
見
せ
て
い
る（
（1
（

。
通
り
一
遍
で
な
い
二
人
の
親
交
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
正
徹
の
高
弟
・
正
広
も
、
範
政
と
親
交
を
持
っ
た
。『
正
広
日
記
』
に
「
む
か
し
は
今
川
上
総
介
範
政
、
老
僧
歌
の
友
に
て
、
朝

夕
と
も
な
は
れ
し
か
ど
も
、
今
は
世
中
う
つ
り
て
知
人
も
な
し
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
正
広
と
今
川
範
政
が
和
歌
を
仲
立
ち
と
し
て
親

し
く
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
『
正
広
日
記
』
は
、
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
に
当
時
六
二
歳
の
正
広
が
駿
河
に
下
向
し
た
折
の
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紀
行
文
で
あ
る
。
正
広
の
駿
河
下
向
時
、
す
で
に
範
政
が
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
に
没
し
て
四
十
年
が
過
ぎ
て
い
る
が
、
こ
の
時
、
正
広

下
向
の
こ
と
を
聞
い
て
範
政
の
孫
・
義
忠
が
「
萩
が
え
の
も
と
の
は
こ
そ
は
ち
り
ぬ
と
も
梢
也
と
て
忘
れ
ざ
ら
め
や
」
の
和
歌
を
贈
っ
て
き

た
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
正
広
は
「
こ
れ
は
か
の
範
政
、
老
僧
愚
身
な
ど
、
参
会
せ
し
昔
の
事
お
ぼ
し
出
て
か
く
よ
み
給
に
や
」
と
記
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
正
徹
・
正
広
と
今
川
家
は
親
交
が
あ
っ
た
。
氏
真
が
正
徹
・
正
広
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
は
、
単
純
に
、
正

徹
・
正
広
が
冷
泉
流
の
重
鎮
歌
人
だ
っ
た
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な
く
、
今
川
氏
と
縁
が
深
く
、
和
歌
を
通
じ
て
祖
先
と
親
交
を
持
っ

た
歌
人
だ
っ
た
か
ら
と
い
う
側
面
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
冷
泉
為
和
の
和
歌
に
正
徹
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（1
（

こ
と
を
顧

み
る
と
、
氏
真
が
為
和
か
ら
受
け
た
和
歌
の
教
え
の
中
に
、
正
徹
へ
の
傾
倒
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
う
る
。

三
、
連
歌
的
表
現

　

氏
真
の
和
歌
表
現
を
先
行
例
の
摂
取
・
影
響
と
い
う
面
か
ら
検
討
す
る
と
、
和
歌
の
み
な
ら
ず
、
連
歌
に
用
例
を
見
出
せ
る
も
の
が
散
見

す
る
。
氏
真
以
前
の
用
例
が
和
歌
に
は
無
く
、
連
歌
の
み
に
見
出
だ
せ
る
表
現
に
注
目
す
る
。

　
　
　
　

秋
・
菊

　

53
つ
ぼ
み
よ
り
咲
て
う
つ
ろ
ふ
露
霜
の
籬
の
菊
は
幾
盛
か
も

　
　
　
　

お
な
じ
時
人
に
か
は
り
て

　
　

い
く
さ
か
り
長
月
の
霜
の
や
ど
の
菊
（『
那
智
籠
（
宗
長
）』
2984
）

　
　
　
　

武
州
山
庄
に
て
興
行
の
た
め
所
望
に

　
　

い
く
盛
千
世
の
し
め
ゆ
ふ
谷
の
菊
（『
月
村
抜
句
（
宗
碩
）』
619
）
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氏
真
歌
は
〈
蕾
か
ら
、
花
が
咲
い
て
、
色
が
移
ろ
い
ゆ
く
、
露
霜
が
置
く
籬
の
菊
は
、
い
っ
た
い
何
度
美
し
さ
の
盛
り
を
迎
え
る
の
だ
ろ

う
〉
と
解
釈
し
た
。「
幾
盛
り
」
は
、〈
何
度
も
盛
り
の
時
期
を
迎
え
る
〉
の
意
だ
ろ
う
が
、
一
語
に
多
く
の
意
を
込
め
た
縮
約
表
現
と
見
な

せ
る（
（1
（

。
和
歌
・
連
歌
を
合
わ
せ
て
も
、
掲
出
の
二
例
し
か
見
い
だ
せ
な
い
。
宗
長
・
宗
碩
と
も
に
菊
と
合
わ
せ
て
詠
ん
で
い
る
。
宗
長
と
宗

碩
は
、
菊
が
不
老
長
寿
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
い
年
月
の
間
に
何
度
花
盛
り
を
迎
え
た
の
か
を
問
う
意
で
「
幾
盛
り
」
を
用
い
て
い

る
。
そ
れ
に
加
え
て
氏
真
は
、
菊
が
一
秋
の
間
に
何
度
も
美
し
さ
の
盛
り
を
迎
え
る
こ
と
を
重
ね
て
詠
ん
で
い
る
。

　

な
お
宗
長
の
句
の
詞
書
に
あ
る
「
同
じ
時
」
と
は
52
番
句
詞
書
の
「
天
竜
川
の
ほ
と
り
、
軍
旅
の
法
楽
千
句
に
」
を
指
す
。
こ
れ
は
永
正

十
四
年
（
一
五
一
七
）
六
月
中
旬
に
、
今
川
氏
親
が
天
竜
川
を
挟
ん
で
斯
波
義
達
と
戦
っ
た
時
に
詠
ん
だ
、
戦
勝
祈
願
の
法
楽
百
韻（
（1
（

の
一
句

だ
っ
た
こ
と
を
示
す
か
ら
、
氏
真
が
目
に
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
宗
長
は
宗
祇
の
高
弟
で
あ
り
、
氏
真
の
祖
父
・
氏
親
の
も
と
連
歌
師

と
し
て
仕
え
た
の
み
な
ら
ず
、
戦
の
記
録
や
京
の
貴
族
と
の
折
衝
役
を
つ
と
め
、
今
川
被
官
人
の
連
歌
・
和
歌
を
指
導
す
る
役
割
を
果
た
し

て
い
た（
（2
（

。
ま
た
そ
の
縁
で
、
宗
長
と
同
門
の
宗
碩
も
氏
親
と
交
流
が
あ
っ
た（

（2
（

。
宗
長
は
、
氏
親
の
次
代
で
あ
る
氏
輝
か
ら
冷
遇
を
受
け
隠
居

し
た
と
は
い
え
、
氏
真
の
和
歌
に
宗
長
な
ら
び
に
宗
祇
流
の
連
歌
か
ら
の
表
現
摂
取（
（2
（

が
見
ら
れ
る
点
か
ら
、
氏
真
の
時
代
に
あ
っ
て
も
宗
長

の
影
響
が
駿
河
に
濃
く
残
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

今
川
家
で
は
代
々
、
連
歌
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
宗
長
が
氏
親
に
仕
え
た
こ
と
は
先
述
し
た
。
父
・
義
元
は
、
幼
少
期
か
ら
青
年
期

に
か
け
て
僧
籍
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
漢
籍
に
親
し
み
、
和
漢
聯
句
を
好
ん
だ（
（2
（

。
し
か
し
、
氏
真
の
連
歌
作
品
、
お
よ
び
出
座
し
た
連
歌
会
の

記
録
は
わ
ず
か
に
残
さ
れ
て
い
る
（『
紹
巴
富
士
見
道
記
』、『
言
経
卿
記
』
慶
長
九
年
〈
一
五
九
六
〉
二
月
十
日
条
）
と
は
い
え
、
現
存
作

品
は
和
歌
の
方
が
は
る
か
に
多
い
。
氏
真
は
、
連
歌
や
和
漢
聯
句
の
よ
う
な
〈
座
の
文
芸
〉
よ
り
も
和
歌
を
好
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
な
ぜ
氏
真
の
和
歌
に
連
歌
と
共
通
す
る
表
現
が
散
見
す
る
の
か
。
連
歌
的
表
現
を
和
歌
に
取
り
入
れ
る
の
は
、
室
町
時
代
後
期
和

歌
の
特
徴
で
あ
る
。
特
に
、
連
歌
的
表
現
を
和
歌
に
持
ち
込
ん
だ
歌
人
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
正
徹
と
三
条
西
実
隆
だ
っ
た（
（2
（

。
正
徹
は
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若
い
時
期
に
連
歌
を
た
し
な
ん
だ
が
、
本
格
的
に
没
頭
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

（2
（

。
と
は
い
え
、
正
徹
の
弟
子
に
は
心
敬
・
宗
砌
と
い
っ
た
連

歌
師
が
い
た
し
、
正
徹
と
そ
の
門
弟
の
間
に
は
和
歌
と
連
歌
の
表
現
が
共
有
さ
れ
て
い
た（
（2
（

。
結
果
、
正
徹
の
和
歌
は
異
風
と
評
さ
れ
な
が
ら

も
、
後
代
の
歌
人
お
よ
び
連
歌
師
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
今
川
家
と
縁
の
深
い
三
条
西
実
隆
も
、
正
徹
の
和
歌
を
「
異
風
」
と
批
判
し

つ
つ
も
、
実
際
に
は
少
な
か
ら
ず
関
心
を
持
ち
、
正
徹
歌
か
ら
様
々
に
学
ん
で
い
る（
（2
（

。
氏
真
の
和
歌
に
正
徹
か
ら
の
影
響
が
濃
い
こ
と
と
、

連
歌
的
表
現
が
散
見
す
る
こ
と
は
、
表
裏
を
な
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

も
う
一
つ
、
氏
真
の
和
歌
に
連
歌
的
表
現
が
見
ら
れ
る
理
由
と
し
て
指
摘
し
う
る
の
は
、
氏
真
の
和
歌
に
詞
を
省
略
し
た
表
現
が
多
い
こ

と
だ
。
た
と
え
ば
、
次
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
和
歌
・
連
歌
双
方
に
先
行
例
が
あ
る
例
で
あ
る
。

　
　
　
　

春
・
三
月
尽

　

20
月
も
な
く
花
も
青
葉
の
け
ふ
の
暮
哀
う
き
世
の
め
ぐ
る
春
か
な

　
　
　
　

新
樹

　
　

秋
は
又
千
入
に
染
る
色
や
み
む
花
も
青
葉
に
か
は
る
梢
を
（『
長
伝
（
心
珠
詠
藻
）』
146
）

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
和
歌
に
お
け
る
先
行
例
が
『
心
珠
詠
藻
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。『
心
珠
詠
藻
』
は
、
禅
僧
・
相
玉
長

伝
の
、
天
文
か
ら
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
の
和
歌
を
収
め
た
自
撰
家
集
で
あ
る
。
小
川
剛
生（
（2
（

は
作
者
の
長
伝
を
、
後
北
条
氏
に
仕
え
た
安

栖
軒
・
田
村
長
伝
な
る
人
物
に
比
定
で
き
る
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
長
伝
は
正
親
町
三
条
家
・
三
条
西
家
と
関
係
が
深
く
、
特
に
実
枝
の
門

弟
（
家
僕
な
い
し
右
筆
）
と
し
て
随
従
し
た
。
実
枝
だ
け
で
は
な
く
武
田
晴
信
・
北
条
氏
康
の
和
歌
行
事
に
も
出
詠
し
て
い
る
。
今
川
氏
・

武
田
氏
に
客
分
と
し
て
仕
え
、
三
条
公
兄
・
三
条
西
実
枝
と
の
取
り
次
ぎ
を
し
た
後
、
後
北
条
家
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
。
以
上
が
、
小
川
に

よ
る
長
伝
の
経
歴
で
あ
る
。『
心
珠
詠
藻
』
235
番
詞
書
に
は
「
今
川
上
総
介
氏
真
家
の
会
に
、
人
に
か
は
り
て
同
じ
心
を
」
と
あ
り
、
氏
真

主
催
の
歌
会
に
某
の
代
作
と
し
て
歌
を
詠
ん
だ
ら
し
い
。
氏
真
主
催
の
歌
会
に
長
伝
自
身
が
出
詠
し
た
記
録
は
管
見
に
入
ら
な
い
が
、
先
述
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し
た
よ
う
に
実
枝
の
在
駿
期
間
は
、
氏
真
の
少
年
期
か
ら
駿
河
落
城
ま
で
十
七
年
間
に
及
び
、
実
枝
に
随
従
し
て
い
た
長
伝
と
も
氏
真
が
面

識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。『
百
首
・
法
楽
百
首
』
は
先
述
し
た
よ
う
に
天
正
三
年
の
出
家
後
の
詠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

長
伝
歌
が
氏
真
に
先
行
す
る
。

　

し
か
し
、
氏
真
が
長
伝
か
ら
学
ん
だ
表
現
、
と
単
純
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
連
歌
に
も
二
例
を
見
い
だ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

雲
懸
し
花
も
青
葉
の
す
だ
れ
か
な
（『
宗
砌
日
発
句
』
90
四
月
之
分
）

　
　
　

む
か
し
語
に
な
み
だ
落
鳬

　
　

き
の
ふ
見
し
花
も
青
葉
の
朝
嵐
（『
園
塵
（
兼
載
）』
春
部
1427
）

　

宗
砌
は
宗
祇
の
師
に
あ
た
る
連
歌
師
だ
。
但
し
『
宗
砌
日
発
句
』
は
宗
砌
の
名
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
収
載
句
の
出
所
は
不
明

で
宗
砌
作
と
は
確
定
で
き
ず
、
編
者
及
び
成
立
経
緯
は
不
詳
の
た
め
偽
書
の
可
能
性
が
高
い（
（2
（

。
ま
た
猪
苗
代
兼
載
は
、
宗
祇
と
長
く
深
い
交

流
を
持
っ
た
が
対
立
的
な
立
場
だ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
先
掲
の
宗
長
の
よ
う
に
は
直
接
的
な
影
響
関
係
を
指
摘
し
に
く
い
が
、「
花
も
青
葉
の
」

と
一
句
が
一
致
す
る
の
が
連
歌
の
例
で
あ
る
こ
と
に
は
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
長
伝
歌
は
「
花
も
青
葉
に
か
は
る
」

─
〈
花
が
咲
い
て
い
た
木
々
も
青
葉
に
変
わ
る
〉
と
詠
ん
で
い
る
が
、
氏
真
は
「
花
も
青

葉
の
今
日
」
と
格
助
詞
「
の
」
で
名
詞
に
続
け
る
。
こ
の
詞
続
き
は
、
動
詞
を
省
略
し
な
が
ら
、「
花
も
青
葉
」
が
下
接
す
る
「
今
日
」
を

連
体
修
飾
し
、〈
花
が
青
葉
に
変
わ
っ
た

0

0

0

0

今
日
〉
の
意
と
な
る
。
こ
う
し
た
「
花
も
青
葉
の
（
名
詞
）」
は
、
掲
出
の
連
歌
二
例
と
共
通
の
構

成
で
あ
り
、
氏
真
の
20
番
歌
は
和
歌
よ
り
も
連
歌
に
近
接
す
る
表
現
を
用
い
て
い
る
の
だ
。

　

20
番
歌
は
、
単
に
連
歌
に
先
行
例
を
見
い
だ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
語
を
省
略
し
た
縮
約
表
現
が
〈
連
歌
的
〉
と
見
な
せ
る
点
で
も
注
目

さ
れ
る
。
連
歌
は
、
和
歌
よ
り
も
短
い
言
葉
で
多
く
の
意
味
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
た
め
、
必
然
的
に
圧
縮
的
・
縮
約
的
な
表
現
を
生
じ
や

す
い
。
島
津
忠
夫（
（3
（

は
、
連
歌
的
な
縮
約
表
現
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。
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①�
一
句
の
七
文
字
の
中
に
、
名
詞
・
動
詞
・
名
詞
と
三
つ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
も
っ
た
概
念
語
を
、
直
接
に
は
結
び
つ
か
な
い
連
結
の

し
か
た
で
結
ぶ
も
の
。
例
「
雪
ふ
む
こ
ま
の
あ
し
引
の
山
」

　

②
助
詞
「
の
」
の
特
殊
な
用
法
。
例
「
ゆ
ふ
べ
の
浪
の
あ
ら
磯
の
こ
ゑ
」

　

③
和
歌
よ
り
奇
抜
な
自
由
な
掛
け
方
を
す
る
掛
詞
。
例
「
ふ
く
る
ま
で
身
の
う
き
月
を
い
み
か
ね
て
」

　

④�

熟
合
度
の
低
い
熟
語
が
作
ら
れ
る
。
一
句
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
つ
け
る
為
に
圧
縮
さ
れ
た
語
で
、
七
五
の
リ
ズ
ム
の
制
約
を
強
く
受

け
て
い
る
。
例
「
夕
汐
風
の
遠
つ
舟
人
」

　

特
に
②
に
関
し
て
島
津
が
述
べ
る
「
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
文
セ
ン
テ
ン
ス

を
「
の
」
に
よ
っ
て
大
き
く
包
ん
で
次
の
語
に
続
い
て
ゆ
く
。
こ
れ
も
、

複
雑
な
内
容
を
出
来
る
だ
け
簡
潔
に
圧
縮
し
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
」
用
法
は
、
ま
さ
に
20
番
歌
の
「
花
も
青
葉
の
今
日
」
に
当
て
は
ま
る
。

53
番
歌
の
「
幾
盛
り
」
は
、
④
に
該
当
す
る
。
氏
真
歌
に
連
歌
と
の
共
通
表
現
を
見
出
だ
せ
る
の
は
、
縮
約
表
現
の
多
用
と
関
わ
る

─
氏

真
歌
が
一
首
の
中
に
多
く
の
意
を
込
め
よ
う
と
す
る
傾
向
を
持
つ
こ
と
に
も
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
第
五
節
で
詳
述
す
る
。

四
、
氏
真
の
独
自
表
現

　

前
節
で
は
、
氏
真
の
和
歌
に
連
歌
的
表
現
が
散
見
し
、
そ
れ
が
縮
約
表
現
に
由
来
す
る
と
考
え
た
。
こ
の
点
に
注
目
す
る
と
、
氏
真
の
独

自
表
現
と
し
て
他
の
詠
草
と
共
通
す
る
句
・
表
現
に
は
、
格
助
詞
「
の
」
を
用
い
た
も
の
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
う
る
。

　

本
二
百
首
に
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
編
私
家
集
大
成
』
の
範
囲
で
、
氏
真
に
し
か
見
出
せ
な
い
独
自
表
現
が
共
通
す
る
例
が
散
見
す

る
。
以
下
に
例
を
掲
出
す
る
。
本
二
百
首
の
和
歌
の
後
に
示
す
の
が
氏
真
の
別
詠
草
の
和
歌
で
あ
る
。
格
助
詞
「
の
」
を
用
い
た
歌
を
中
心

に
例
を
挙
げ
、
さ
ら
に
氏
真
が
好
ん
だ
詞
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
点
に
も
触
れ
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
　
　
　

夏
・
夏
月



18
　

132
す
が
り
ゐ
る
露
の
若
竹
打
な
び
き
う
つ
る
も
よ
は
き
窓
の
月
影

　
　

吹
落
す
枯
葉
秋
づ
く
風
の
音
も
閑
に
た
て
る
露
の
若
竹
（『
氏
真
Ⅲ
（
草
庵
中
）』
93
「
新
竹　

当
座
」）

　

132
番
歌
の
歌
意
は
、〈
露
が
す
が
っ
て
い
る
若
竹
が
風
で
靡
き
、（
竹
に
遮
ら
れ
て
）
映
る
光
も
弱
々
し
い
窓
の
月
影
よ
〉
と
解
す
。
第
二

句
「
露
の
若
竹
」
は
、
掲
出
の
氏
真
歌
に
し
か
他
例
を
見
出
せ
な
い
。
若
竹
と
露
の
組
み
合
わ
せ
を
氏
真
は
好
ん
だ
ら
し
く
、
他
に
も
二
例

が
あ
る
。

　
　
　
　

四
五
日
こ
ゝ
か
し
こ
と
し
て
遠
州
に
帰
る

　
　

蝉
の
は
の
う
す
き
夕
の
か
た
へ
よ
り
露
み
え
初
る
園
の
若
竹
（『
氏
真
Ⅰ
（
今
川
氏
真
詠
草
）』
336
）

　
　

露
も
只
秋
か
と
と
へ
ば
ふ
く
か
ぜ
の
見
え
て
答
へ
ぬ
庭
の
若
竹
（『
氏
真
Ⅱ
（
詠
草
中
）』
564
「
新
竹
」）

　
「
園
の
若
竹
」「
庭
の
若
竹
」
は
、「（
場
所
）
の
若
竹
」
と
い
う
語
構
成
で
あ
る
が
、「
露
の
若
竹
」
は
「
露
が
置
い
た

0

0

0

0

若
竹
」
の
意
を
連

体
修
飾
格
の
格
助
詞
「
の
」
を
用
い
て
圧
縮
し
た
表
現
で
あ
る
。

　
　
　
　

春
・
山
海
霞

　

103
さ
し
昇
る
朝
日
の
山
の
影
う
す
く
さ
ゞ
浪
か
す
む
に
ほ
の
海
づ
ら

　
　

さ
し
昇
る
朝
日
の
山
道
ほ
の
み
え
て
ま
た
明
や
ら
ぬ
こ
す
の
河
霧
（『
氏
真
Ⅱ
（
詠
草
中
）』
661
「
河
霧
未
レ
晴
」）

　
「
朝
日
の
山
」
は
、
山
城
国
の
歌
枕
で
現
在
の
京
都
府
宇
治
市
に
あ
る
山
名
で
あ
る
が
、
103
番
歌
は
「
鳰
の
海
」
を
詠
ん
で
お
り
琵
琶
湖

近
景
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
、
歌
枕
「
朝
日
山
」
で
は
な
い
。
こ
の
「
朝
日
の
山
」
と
は
、
固
有
名
詞
で
は
な
く
「
朝
日
に
照
ら
さ
れ

0

0

0

0

0

る0

山
」
の
意
を
圧
縮
し
た
表
現
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
歌
意
は
〈
差
し
昇
っ
て
く
る
朝
日
に
照
ら
さ
れ
る
山
の
影
が
薄
く
て
、
さ
ざ
波
が
霞
ん
で

い
る
鳰
の
海
の
水
面
だ
〉
と
な
る
。『
詠
草
中
』
661
番
歌
も
同
様
に
〈
朝
日
に
照
ら
さ
れ
る
山
〉
と
解
せ
る
が
、
こ
ち
ら
は
題
が
「
河
霧
未

レ
晴
」
な
の
で
、
宇
治
川
岸
の
歌
枕
・
朝
日
山
の
山
名
も
掛
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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春
・
春
月

　

108
鐘
ひ
ゞ
く
そ
な
た
は
山
と
心
あ
て
の
霞
ば
か
り
に
月
ぞ
う
か
べ
る

　
　
　
　

�
八
幡
参
詣
、
道
す
が
ら
と
へ
ば
名
に
聞
し
所
な
れ
ど
も
、
よ
り
て
見
ね
ば
そ
れ
と
も
な
し
。
霞
さ
へ
立
わ
た
り
て
、
中
〳
〵
名
計

書
付
て
覚
る
ほ
ど
也
。
宿
に
て
は
し
〴
〵
よ
み
つ
ゞ
く
。
東
寺
を
鳥
羽
へ
出

　
　

心
あ
て
の
霞
計
ぞ
深
草
や
を
と
は
稲
荷
の
山
端
も
な
し
（『
氏
真
Ⅰ
（
今
川
氏
真
詠
草
）』
121
）

　
「
心
あ
て
」
は
、
当
て
推
量
の
意
で
あ
る
。
108
番
歌
は
〈
鐘
が
響
い
て
く
る
そ
ち
ら
の
方
向
に
は
山
が
あ
る
と
、
当
て
推
量
に
見
な
く
て

は
な
ら
な
い
よ
う
に
、
景
色
を
遮
る
霞
だ
け
が
見
え
て
、
そ
の
霞
に
月
が
浮
か
ん
で
い
る
〉
と
解
す
。
つ
ま
り
「
心
当
て
の
霞
」
と
は
、
霞

が
当
て
推
量
を
付
け
さ
せ
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
は
っ
き
り
見
え
ず
に
見
当
を
付
け
る
だ
け

─
「
心
当
て
」
に
見
な
く
て
は

な
ら
な
い
ほ
ど
に
霞
が
立
っ
て
い
る
、
の
意
だ
ろ
う
。『
今
川
氏
真
詠
草
』
121
番
歌
も
同
様
で
、
上
句
は
〈
心
当
て
に
見
な
く
て
は
な
ら
な

い
よ
う
に
霞
だ
け
が
深
く
立
つ
、
そ
ん
な
深
草
に
あ
る
〉
と
解
せ
る
。「
心
あ
て
の
霞
」
の
格
助
詞
「
の
」
も
、
上
の
語
で
下
の
語
を
ゆ
る

や
か
に
修
飾
さ
せ
、
多
く
の
意
味
を
含
ん
だ
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

　

縮
約
表
現
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
格
助
詞
「
の
」
を
用
い
た
氏
真
の
独
自
表
現
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　

秋
・
雁

　

44
何
れ
ぞ
と
声
も
姿
も
な
が
〈
ぬめ

〉
わ
ぶ
雲
井
の
雁
に
小
田
の
雁
金

　
　
　
　

月
前
露
と
い
ふ
心
を

　
　

夕
霧
の
ほ
の
か
に
見
し
も
冬
ざ
れ
の
あ
ら
は
に
な
ら
ぶ
小
田
の
か
り
が
ね
（『
氏
真
Ⅰ
（
今
川
氏
真
詠
草
）』
7
）

　
「
小
田
の
雁
金
」
は
、
連
歌
に
は
「
秋
寒
く
な
る
小
田
の
雁
が
ね
」（『
菟
玖
波
集
』
秋
連
歌
下
758
）
の
例
が
見
ら
れ
る
が
、
和
歌
で
は
氏

真
自
身
の
例
し
か
無
い
。
44
番
歌
の
歌
意
は
〈
ど
こ
に
い
る
の
か
、
声
も
姿
も
眺
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
雲
井
を
飛
ぶ
雁
に
加
え
て
、
小
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田
に
降
り
立
っ
た
雁
金
も
〉
と
解
す
。「
場
所
＋
格
助
詞
「
の
」
＋
雁
（
雁
金
）」
を
二
つ
並
置
し
、
対
句
で
下
句
を
構
成
し
て
い
る
。
な
お
、

「
雁
」「
雁
金
」
が
と
も
に
一
首
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
は
同
字
病（
（3
（

に
相
当
す
る
。

　
　
　
　

秋
・
槿

　

48
た
の
し
む
も
た
ゞ
朝
が
ほ
の
世
中
を
花
の
う
は
さ
に
み
る
ぞ
は
か
な
き

　
　
　
　

寄
レ
花
無
常　

当
座
に

　
　

さ
き
散
る
と
花
の
う
は
さ
に
思
ふ
か
な
う
き
世
の
春
も
秋
草
の
原
（『
氏
真
Ⅱ
（
詠
草
中
）』
283
）

　

48
番
歌
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
で
正
徹
か
ら
の
摂
取
と
し
て
も
検
討
し
た
。
但
し
、「
花
の
噂
」
と
い
う
詞
は
、
和
歌
に
お
け
る
用
例
は
、

48
番
歌
と
『
詠
草
中
』
283
の
み
で
あ
る
。「
花
の
（
よ
う
な
）
噂
」
と
、
譬
喩
を
表
す
格
助
詞
「
の
」
の
用
法
で
あ
る
が
、「
花
」
が
何
を
譬

喩
す
る
の
か

─
た
と
え
ば
、
儚
さ
や
浮
薄
さ
な
ど
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
解
せ
る
が
、
そ
れ
ら
は
明
示
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

な
お
付
言
す
る
と
、
氏
真
に
は
「
噂
」
を
詠
む
例
が
他
に
三
例
（『
氏
真
Ⅱ
（
詠
草
中
）』
354
・
同
715
・『
氏
真
Ⅲ
（
草
庵
中
）』
155
）
見
ら

れ
る
。
歌
人
ご
と
の
「
噂
」
の
用
例
で
は
、
各
歌
人
に
つ
き
一
例
詠
ん
で
い
る
の
み
で
、
一
人
の
歌
人
が
五
例
詠
ん
で
い
る
の
は
氏
真
の
み

だ
。
氏
真
の
好
ん
だ
詞
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
二
百
首
に
は
、
氏
真
の
他
の
詠
草
に
共
通
す
る
彼
の
独
自
表
現
が
散
見
す
る
。
こ
こ
で
は
格
助
詞
「
の
」
で
続
く
表
現

の
み
を
取
り
上
げ
た
が（
（3
（

、
氏
真
の
和
歌
表
現
の
特
徴
と
し
て
、
格
助
詞
「
の
」
を
用
い
て
多
く
の
意
味
を
三
十
一
文
字
と
い
う
限
ら
れ
た
字

数
に
詠
み
込
も
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、『
百
首
・
法
楽
百
首
』
所
収
和
歌
は
、
二
百
首
い
ず
れ
も
『
新
編
国
歌
大
観
』・『
新

編
私
家
集
大
成
』・『
今
川
氏
と
観
泉
寺
』
所
収
「
今
川
氏
真
全
歌
集
」
に
見
ら
れ
な
い
。
前
出
の
拙
稿
「
今
川
氏
真
『
百
首
・
法
楽
百
首
』

紹
介
と
翻
刻
」
で
は
、「
沙
弥
宗
誾
」
の
署
名
と
、
筆
跡
が
氏
真
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
二
百
首
が
氏
真
の
新
出
和
歌
資
料

で
あ
る
と
判
断
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
独
自
表
現
の
一
致
も
、
本
二
百
首
が
氏
真
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
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五
、
技
巧

　
「
は
じ
め
に
」
に
先
述
し
た
よ
う
に
、井
上
宗
雄（
（3
（

は
氏
真
の
和
歌
表
現
に
つ
い
て
「
優
美
な
境
地
を
平
明
に
よ
ん
だ
伝
統
的
な
も
の
が
多
い
」

と
述
べ
つ
つ
、「
発
想
・
構
想
・
表
現
の
面
白
い
、
珍
し
い
歌
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
氏
真
の
和
歌
に
は
、「
平
明
」
と
い
う

評
価
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
技
巧
を
凝
ら
し
た
和
歌
が
散
見
す
る
。
そ
の
例
を
挙
げ
て
、
具
体
的
に
見
て
ゆ
こ
う
。

　

次
に
挙
げ
る
の
は
、
従
来
の
歌
こ
と
ば
を
新
し
く
作
り
替
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

冬
・
時
雨

　

57
曇
り
く
る
音
を
潮
に
た
て
そ
へ
て
浦
廻
り
す
る
夕
時
雨
か
な

　
〈
曇
っ
て
降
っ
て
く
る
音
を
潮
に
立
て
添
え
て
、（
山
廻
り
な
ら
ぬ
）
浦
廻
り
を
す
る
夕
べ
の
時
雨
だ
な
あ
〉
と
訳
す
。
こ
の
歌
は
、
海
辺

の
時
雨
を
「
浦
廻
り
」
と
表
現
し
て
い
る
。
時
雨
は
降
る
範
囲
が
狭
く
、
短
時
間
で
降
る
場
所
を
移
動
し
て
ゆ
く
。
そ
の
性
質
か
ら
、
特
に

山
に
降
る
時
雨
は
「
山
廻
り
」
と
呼
ば
れ
、「
も
ろ
と
も
に
や
ま
め
ぐ
り
す
る
し
ぐ
れ
か
な
ふ
る
に
か
ひ
な
き
身
と
は
し
ら
ず
や
」（『
金
葉
集
』

冬
263
道
雅
「
百
寺
を
が
み
け
る
に
し
ぐ
れ
の
し
け
れ
ば
よ
め
る
」）
な
ど
、
平
安
時
代
か
ら
和
歌
に
も
頻
繁
に
詠
ま
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
海

辺
の
時
雨
に
転
用
し
た
の
が
「
浦
廻
り
」
で
あ
る
。

　

和
歌
に
お
け
る
「
浦
廻
り
」
の
先
例
は
「
ひ
き
つ
れ
て
い
づ
か
た
へ
と
か
む
ら
ち
ど
り
う
ら
め
ぐ
り
し
て
と
も
さ
そ
ふ
ら
ん
」（『
夫
木
抄
』

冬
二
6838
源
仲
正
「
家
集
、
浦
千
鳥
」）
の
み
で
あ
り
、
ま
た
類
似
の
「
浦
廻
る
」
は
「
浦
め
ぐ
る
を
舟
に
さ
わ
ぐ
む
ら
千
鳥
立
つ
と
は
す
れ

ど
又
ぞ
お
り
ゐ
る
」（『
題
林
愚
抄
』
冬
二
5503
家
雅
「
同
（
伏
見
院
三
十
首
）」）
の
先
行
例
が
あ
る
。
但
し
い
ず
れ
も
、
浦
か
ら
浦
へ
と
移
動

し
て
ゆ
く
千
鳥
・
小
舟
に
つ
い
て
の
詞
で
あ
り
、
時
雨
に
つ
い
て
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。「
浦
廻
り
」
と
い
う
詞
を
時
雨
に
転
用
し
た
の
が
、

氏
真
の
工
夫
で
あ
る
。
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次
は
、
題
意
の
表
現
が
奇
抜
な
も
の
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　

春
・
春
雨

　

10
山
里
の
心
は
秋
の
夕
ぐ
れ
に
鳩
な
き
く
ら
す
春
雨
の
空

　

歌
意
は
〈
山
里
（
に
住
む
私
）
の
心
は
、
秋
の
夕
暮
れ
に
鳩
が
鳴
き
暮
ら
す
よ
う
に
、
泣
き
暮
ら
し
、
辺
り
を
暗
く
す
る
春
雨
の
空
の
よ

う
だ
〉
と
現
代
語
訳
し
て
お
く
。
こ
の
歌
の
特
徴
は
、「
春
雨
」
題
で
「
秋
の
夕
暮
」
を
詠
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。

　

一
首
は
、
山
里
に
春
雨
が
降
り
こ
め
る
陰
鬱
さ
・
物
憂
さ
を
表
現
す
る
。
物
寂
し
い
素
材
と
し
て
「
鳩
」
を
出
す
た
め
、
鳩
が
鳴
く
季
節
・

時
間
帯
と
し
て
「
秋
の
夕
暮
」
が
必
要
だ
っ
た
。
ま
た
「
鳩
鳴
き
暮
ら
す
」
か
ら
、
一
首
の
主
人
公
が
「
泣
き
暮
ら
す
」
へ
と
続
け
る
。
さ

ら
に
「
暗
す
」
へ
と
つ
な
げ
、
山
里
に
春
雨
が
降
り
込
め
て
光
が
射
さ
な
い
ほ
の
暗
い
情
景
を
表
現
し
て
い
る
。
一
首
の
狙
い
は
如
上
だ
ろ

う
が
、
だ
と
し
て
も
「
秋
の
夕
暮
」
は
題
と
季
節
が
食
い
違
う
か
ら
、
一
見
、
破
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
大
胆
な
も
の
だ
。

　

こ
う
し
た
、
題
と
は
季
節
の
異
な
る
素
材
・
詞
を
敢
え
て
詠
む
方
法
は
、
次
の
歌
に
も
見
出
せ
る
。

　
　
　
　

春
・
款
冬　

　

19
深
み
ど
り
秋
の
朽
葉
も
一
本
の
籬
に
こ
も
る
山
ぶ
き
の
花

　
〈
葉
の
深
緑
色
も
花
の
秋
の
朽
葉
色
も
、
一
本
の
木
が
作
る
籬
の
中
に
共
存
す
る
山
吹
の
花
〉
と
訳
す
。
第
一
節
に
、
こ
の
歌
に
は
実
枝

の
「
山
吹
は
か
ろ
く
ち
る
べ
き
た
ぐゞ

び
と
や
秋
の
朽
葉
の
色
に
さ
く
ら
ん
」（『
実
枝
（
三
光
院
詠
）』
474
「
款
冬
散
／
天
文
十
七
二
太
神
宮

御
法
楽
十
百
首
当
座
」）
の
影
響
が
見
出
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
山
吹
の
濃
い
黄
色
を
「
秋
の
朽
葉
」
に
重
ね
、
山
吹
の
華
や
か
な
美
し

さ
か
ら
、
衰
微
・
凋
落
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
「
秋
の
朽
ち
葉
」
へ
と
転
換
し
た
の
は
実
枝
か
ら
得
た
趣
向
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
氏
真
は
、
山

吹
の
葉
の
緑
と
花
の
深
黄
色
の
色
彩
の
対
照
を
詠
ん
で
い
る
。
衰
微
を
思
わ
せ
る
「
秋
の
朽
葉
」
と
、
葉
の
生
命
力
を
宿
す
「
深
緑
」
と
を

対
比
さ
せ
、
そ
の
両
者
が
一
本
の
山
吹
の
木
に
共
存
す
る
様
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。
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次
は
、
掛
詞
を
複
雑
に
用
い
た
例
で
あ
る
。

　
　
　
　

恋
・
賤
被
レ
厭
恋

　

182
を
○と

し
む
る
思
ひ
の
つ
ま
木
こ
り
ず
ま
の
あ
ま
り
に
恥
ず
恋
わ
た
る
哉

　
〈
こ
と
さ
ら
に
蔑
む
思
い
が
生
じ
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
、
爪
木
を
「
伐こ

る
」
で
は
な
い
が
、
性
懲
り
も
な
く
度
を
過
ぎ
て
、（
須
磨
の
海

人
の
よ
う
な
賤
し
い
）
我
が
身
を
恥
じ
ず
に
恋
し
続
け
て
い
る
こ
と
だ
〉
と
訳
す
。

　

こ
の
歌
は
、「
思
ひ
の
つ
ま
」
か
ら
「
爪
木
」
へ
、「
伐こ

り
」
か
ら
「
懲
り
ず
ま
」
へ
、掛
詞
で
つ
な
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
爪
木
」「
伐
り
」

は
山
お
よ
び
伐
採
関
係
の
縁
語
で
あ
る
。
上
句
は
山
関
連
の
詞
で
ま
と
め
て
い
る
が
、「
懲
り
ず
ま
」
か
ら
「
須
磨
」
へ
掛
詞
で
つ
な
げ
、「
須

磨
の
海
人
」
か
ら
副
詞
の
「
あ
ま
り
に
」
へ
と
さ
ら
に
掛
詞
で
つ
な
げ
て
い
る
。

　
「
こ
り
ず
ま
」と
は
過
去
の
失
敗
や
経
験
に
懲
り
る
こ
と
な
く
、同
じ
行
動
や
過
ち
を
繰
り
返
す
様
子
を
意
味
す
る
詞
で
あ
る
。
古
く
は「
こ

り
ず
ま
の
浦
の
白
浪
立
ち
い
で
て
よ
る
ほ
ど
も
な
く
か
へ
る
ば
か
り
か
」（『
後
撰
集
』
恋
四
800
読
人
不
知
「
あ
だ
に
見
え
侍
り
け
る
を
と
こ

に
」）
に
例
が
あ
り
、
こ
れ
も
「
こ
り
ず
ま
」
か
ら
「
須
磨
の
浦
」
へ
と
掛
詞
で
つ
な
げ
る
点
、
ま
た
恋
歌
で
あ
る
点
が
氏
真
歌
と
共
通
す
る
。

但
し「
こ
り
ず
ま
の
あ
ま
」と
続
け
る
用
例
は
、正
徹
の「
こ
り
ず
ま
の
あ
ま
の
さ
か
て
を
う
つ
浪
に
猶
つ
き
あ
へ
ぬ
い
き
ぞ
く
る
し
き
」（『
正

徹
Ⅴ
（
正
徹
詠
草
）』
549
「
同
（
八
月
）
廿
七
日
、中
務
大
輔
之
家
に
て
、日
吉
社
に
た
て
ま
つ
る
百
首
、当
座
に
て
よ
ま
れ
し
中
に
／
恨
恋
」）

し
か
先
行
例
を
見
出
せ
な
い
。
正
徹
歌
を
参
照
し
て
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
氏
真
は
、
上
句
で
山
の
賤
業
を
、
三
句
か
ら
四
句
で
海
の

賤
業
を
詠
み
、
樵
夫
・
海
人
両
方
か
ら
題
の
「
賤
」
を
表
現
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
検
討
し
た
四
例
は
、
趣
向
・
表
現
に
技
巧
が
目
立
つ
も
の
で
あ
る
。
氏
真
が
趣
向
を
凝
ら
し
、
平
凡
・
平
明
に
終
わ
な
い
題
意
の

表
現
を
追
求
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
三
・
四
節
で
指
摘
し
た
連
歌
的
縮
約
表
現
や
、
182
番
歌
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
掛
詞
の

多
用
は
、
一
首
の
限
ら
れ
た
字
数
の
中
で
多
く
の
内
容
を
込
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
凝
っ
た
趣
向
を
巡
ら
せ
、
一
首
の
中
に
多
く
の
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内
容
を
含
め
る
氏
真
の
表
現
の
性
質
は
、
後
の
堂
上
和
歌
に
お
い
て
「
近
代
」
す
な
わ
ち
近
世
の
和
歌
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
共
通
す

る
。
近
世
和
歌
の
特
質
に
つ
い
て
大
谷
俊
太
は
「
本
来
幽
玄
で
の
び
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
の
和
歌
が
余
情
を
失
い
、
そ
れ
に
代
わ
っ

て
よ
り
微
細
な
風
情
・
事
柄
が
緻
密
に
盛
り
込
ま
れ
よ
う
と
す
る
、
そ
れ
が
「
近
代
」
の
和
歌
で
あ
っ
た（
（3
（

」
と
ま
と
め
て
い
る
。
近
世
堂
上

和
歌
に
お
い
て
は
、
和
歌
と
連
歌
の
差
別
化
や
、
非
連
歌
的
な
表
現
へ
の
志
向
が
意
識
さ
れ
る
が
、
氏
真
の
和
歌
に
は
、
近
世
堂
上
和
歌
で

は
避
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
連
歌
的
表
現
や
「
珍
し
さ
」
へ
の
傾
倒
を
見
出
せ
る
。
実
枝
た
ち
堂
上
歌
人
と
親
交
を
持
ち
な
が
ら
も
、
堂
上

歌
人
で
は
な
く
武
家
歌
人
と
し
て
活
動
し
た
氏
真
ゆ
え
の
自
由
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

　

理
知
的
で
複
雑
な
趣
向
、
言
葉
を
詰
め
込
ん
だ
緻
密
な
表
現
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
平
明
」
と
い
う
氏
真
の
特
徴
と
は
相
反
す
る

も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
こ
こ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
、
本
二
百
首
の
氏
真
の
趣
向
主
義
や
縮
約
表
現
の
多
用
が
他
の
和
歌
に
も
共
通
す
る
か
ど

う
か
は
、
今
後
検
討
を
重
ね
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
冷
泉
流
の
和
歌
を
学
び
、
正
徹
・
正
広
を
駿
河
に
縁
の
深
い
歌
人
と
し
て
仰

ぎ
、
さ
ら
に
は
連
歌
の
表
現
も
取
り
入
れ
て
、
一
首
の
限
ら
れ
た
字
数
の
中
で
多
く
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
氏
真
の
詠
法
と
特
徴
を
、
本

二
百
首
の
分
析
を
通
じ
て
指
摘
し
う
る
の
で
あ
る
。

結
び
に

　

今
川
氏
真
の
和
歌
表
現
を
、
先
行
歌
人
か
ら
の
影
響
と
、
連
歌
的
表
現
、
複
雑
な
趣
向
な
ど
の
面
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
今
川
氏
真
は
、

中
世
末
期
の
水
準
を
超
え
た
技
量
を
持
つ
こ
と
や
、
平
明
な
歌
風
が
概
説
的
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
そ
れ
に
加
え
て
、
正
徹
・
正

広
や
宗
長
な
ど
駿
河
に
縁
の
深
い
歌
人
・
連
歌
師
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
正
統
的
な
和
歌
と
は
異
な
り
言
葉
を
詰
め
込

ん
だ
複
雑
な
趣
向
・
表
現
と
い
っ
た
、
近
世
の
堂
上
和
歌
で
は
批
判
さ
れ
る
よ
う
な
側
面
を
持
つ
こ
と
、
一
方
で
こ
れ
は
氏
真
が
武
家
歌
人

と
し
て
自
由
に
新
し
さ
を
追
求
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
た
。
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氏
真
の
和
歌
に
は
、
他
に
も
口
語
的
表
現
の
使
用
や
、
影
響
を
与
え
た
歌
人
・
歌
集
を
指
摘
し
う
る
。
氏
真
の
和
歌
表
現
の
特
徴
の
分
析

は
今
後
も
続
け
て
ゆ
く
が
、
本
稿
で
は
ま
ず
そ
の
具
体
的
な
一
斑
を
明
ら
か
に
し
え
た
と
考
え
て
い
る
。

和
歌
の
本
文
引
用
な
ら
び
に
歌
番
号
は
、
私
家
集
は
新
編
私
家
集
大
成
に
、
そ
れ
以
外
は
新
編
国
歌
大
観
に
拠
る
。
な
お
『
万
葉
集
』

の
み
、
歌
番
号
は
旧
編
国
歌
大
観
番
号
に
拠
る
。
連
歌
の
本
文
引
用
・
句
番
号
は
『
連
歌
大
観
』
に
拠
る
。
氏
真
歌
で
『
新
編
私
家
集

大
成
』
に
収
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
作
品
略
称
・
本
文
引
用
・
歌
番
号
は
『
今
川
氏
と
観
泉
寺
』
所
収
「
今
川
氏
真
全
歌
集
」
に
拠

る
。
そ
の
他
の
本
文
引
用
は
以
下
の
通
り
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
…
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
中
世
日
記
紀
行
集
』（
小
学
館
・

一
九
九
四
年
）、『
正
広
日
記
』『
二
言
抄
』『
時
秀
卿
聞
書
』
…
群
書
類
従
、『
紹
巴
富
士
見
道
記
』
…
中
世
日
記
紀
行
文
学
全
評
釈
集

成
（
勉
誠
出
版
）、
伊
勢
物
語
古
注
釈
書
…
『
伊
勢
物
語
古
注
釈
大
成
』（
笠
間
書
院
）

注（
1
）　
『
今
川
氏
と
観
泉
寺
』（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
七
四
年
）
第
二
部
第
三
章
第
五
節
「
ま
と
め

─
氏
真
の
人
物
・
和
歌

─
」（
井
上
宗
雄

執
筆
）

（
2
）　

小
川
剛
生
「
文
学
活
動
に
長
い
伝
統
と
実
績
を
持
つ
家
柄
」（『
今
川
氏
研
究
の
最
前
線

─
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
「
東
海
の
大
大
名
」
の

実
像
』〈
洋
泉
社
・
二
〇
一
七
年
〉
所
収
）

（
3
）　
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
二
〇
一
四
年
）「
氏
真
」（
竹
島
一
希
執
筆
）

（
4
）　

山
本
登
朗
『
伊
勢
物
語
の
生
成
と
展
開
』（
笠
間
書
院
・
二
〇
一
七
年
）
第
四
章
四
「「
千
尋
あ
る
か
げ
」

─
第
七
十
九
段
を
め
ぐ
っ
て

─
」、
片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
全
読
解
』（
和
泉
書
院
・
二
〇
一
三
年
）「
第
七
十
九
段
」
に
詳
し
い
。
な
お
氏
真
に
は
も
う
一
首
、「
千
尋
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あ
る
」
と
竹
を
結
び
付
け
た
「
千
尋
あ
る
籬
を
陰
の
庵
か
な
玉
の
台
を
世
の
外
に
見
て
」（
ロ
百
首
82
雑
・
籬
竹
）
が
あ
る
。

（
5
）　

歌
題
「
仙
家
竹
」
か
ら
「
千
尋
あ
る
か
げ
」
を
発
想
し
た
の
は
、「
千
尋
あ
る
か
げ
」
に
つ
い
て
宗
祗
流
・
三
条
西
家
流
の
古
註
釈
で
「
千

尋
の
竹
は
、
仙
家
の
竹
な
れ
ば
」（『
伊
勢
物
語
山
口
記
』）「
ち
ひ
ろ
あ
る
陰
と
は
、
仙
家
の
竹
也
」（『
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
』）「
千
尋イ

ロ

ノ
竹
ハ
、

仙
家
ニ
ア
リ
」（『
惟
清
抄
』）
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
注
釈
書
か
ら
の
影
響
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）　

小
川
剛
生
『
武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
か

─
鎌
倉
将
軍
か
ら
戦
国
大
名
ま
で
』（
角
川
学
芸
出
版
・
二
〇
〇
八
年
）
第
四
章
「
流
浪
の
歌

道
師
範

─
冷
泉
為
和
の
見
た
戦
国
大
名
」

（
7
）　

注（
1
）井
上
著
書
第
二
部
第
三
章
第
一
節
「
今
川
氏
真
の
父
祖
」、
米
原
正
義
『
戦
国
武
士
と
文
芸
の
研
究
』（
お
う
ふ
う
・
一
九
七
六
年
）

第
六
章
第
二
節
二
3
「
氏
親
と
実
隆
」

（
8
）　

有
光
友
学
『
今
川
義
元
』（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
〇
八
年
）
第
六
・
一
「
都
と
の
交
流
」

（
9
）　

な
お
、
当
該
二
百
首
に
は
、
実
隆
か
ら
の
影
響
を
見
い
だ
せ
る
歌
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

早
蕨

　
　
　

9
昔
誰
が
ゆ
か
り
の
色
の
さ
は
ら
び
を
今
も
か
た
み
に
つ
み
て
も
つ
ら
ん

　
　
　

蕨
は
「
紫
塵
嫩
蕨
人
拳
手
」（『
和
漢
朗
詠
集
』
春
部
・
早
春
12
小
野
篁
）
以
来
、
そ
の
色
が
紫
で
あ
る
こ
と
が
詠
ま
れ
る
。
但
し
氏
真
が

蕨
の
紫
色
を
「
ゆ
か
り
の
色
」
と
表
現
し
、
ま
た
そ
れ
を
「
形
見
」
と
見
る
と
い
う
趣
向
は
、
実
隆
の
「
山
里
も
を
り
し
り
け
り
な
は
つ
わ

ら
び
ゆ
か
り
の
色
の
わ
す
れ
が
た
み
に
」（『
雪
玉
集
』
276
「
文
亀
二
十
二
御
月
次　

早
蕨
」）
か
ら
摂
取
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）　

伊
藤
敬
『
室
町
時
代
和
歌
史
論
』（
新
典
社
・
二
〇
〇
五
年
）
第
五
章
「
実
枝
」

（
11
）　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
50
『
為
広
・
為
和
歌
合
集
』（
朝
日
新
聞
社
・
二
〇
〇
六
年
）
所
収

（
12
）　

な
お
「
老
鶴
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
西
洞
院
時
秀
（
一
五
三
一
─
一
五
六
六
）
の
『
時
秀
卿
聞
書
』
に
「
一
、
老
鶴
と
い
ふ
は
詞
は
よ
ま

ざ
る
也
。
老
の
つ
る
と
は
詠
也
」
の
批
判
が
あ
る
。

（
13
）　

な
お
正
徹
歌
は
、
師
で
あ
っ
た
今
川
了
俊
の
「
雛
の
子
も
い
か
で
忘
れ
ん
老
鶴
の
た
つ
方
思
ふ
和
歌
の
浦
路
を
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。
こ

れ
は
了
俊
の
歌
論
書
『
二
言
抄
』
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
一
首
で
あ
る
。
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（
14
）　
「
小こ

簾す

」
の
詞
に
つ
い
て
は
、
正
広
が
「
日ひ

比ご
ろ

の
正
広
」
と
称
せ
ら
れ
る
所
以
と
な
っ
た
代
表
歌
「
こ
す
の
戸
に
ひ
と
り
や
月
の
深
ぬ
ら

ん
日
比
の
袖
の
涙
た
づ
ね
て
」（『
正
広
Ⅱ
（
松
下
集
）』
3029
自
歌
合
・
廿
七
番
・
左
・
逢
恋
）
へ
の
連
想
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
15
）　

但
し
、
井
上
宗
雄
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
前
期
』（
明
治
書
院
・
初
版
一
九
六
一
年
・
改
訂
版
一
九
八
四
年
）
補
説
2
「
応
永
期

の
正
徹
」
は
、
正
徹
三
八
歳
時
の
著
作
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
「
四
十
年
の
な
み
、
身
に
か
か
る
ま
で
、
都
の
う
ち
を
去
ら
ぬ
こ
と
に
な
り
ぬ

る
な
る
べ
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
廿
六
歳
」
を
「
応
永
廿
六
歳
」
の
誤
写
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
同
書
第
三
章
5
「
正
徹
」
は
、
応
永

二
十
六
年
十
月
か
ら
翌
年
一
～
二
月
ま
で
、
正
徹
が
在
駿
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。

（
16
）　
『
正
徹
百
首
』
お
よ
び
正
徹
と
範
政
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
伸
江
「
今
川
範
政
と
和
歌

─
『
正
徹
百
首
』
の
評
詞
を
通
し
て

─

付
神
宮
文
庫
本
『
正
徹
百
首
』
翻
刻
」（『
説
林
』 

69
、
二
〇
二
一
年
三
月
） 

参
照
。

（
17
）　

稲
田
利
徳
「「
為
和
集
」
の
歌
風
に
つ
い
て
」（『
和
歌
史
研
究
会
会
報
』
62
・
63
・
64
合
併
号
、
一
九
七
七
年
五
月
）

（
18
）　
「
幾
盛
り
」
が
表
す
意
味
を
、
圧
縮
せ
ず
平
易
に
和
歌
に
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
次
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

同
（
大
永
七
年
九
月
）
八
日
於
資
直
卿
亭
物
書
会
／
菊

　
　
　
　

露
の
間
も
程
を
ふ
る
て
ふ
菊
な
れ
ば
さ
か
り
な
る
色
を
い
く
秋
か
見
む
（『
言
継
Ⅱ
（
拾
翠
愚
草
抄
）』
19
）

（
19
）　

鶴
崎
裕
雄
『
戦
国
を
往
く
連
歌
師
宗
長
』（
角
川
書
店
・
二
〇
〇
〇
年
）
第
三
章
「
宗
長
を
追
う
」

（
20
）　

注（
5
）米
原
著
書
第
六
章
第
二
節
二
4
「
氏
親
と
宗
長
」

（
21
）　

注（
18
）米
原
著
書

（
22
）　

他
に
も
、
氏
真
以
前
に
は
連
歌
に
し
か
用
例
が
無
い
表
現
は
、
以
下
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

照
射

　
　
　

27
妻
に
迷
ふ
闇
の
む
く
ひ
を
と
も
し
さ
し
待
あ
か
さ
る
ゝ
鹿
の
哀
さ

　
　
　
　
　

身
に
そ
は
ぬ
心
は
人
に
あ
く
が
れ
て

　
　
　
　

笛
を
つ
ま
な
る
鹿
の
哀
さ
（『
萱
草
（
宗
祇
）』
秋
連
歌
491
／
『
老
葉
（
宗
祇
）』
秋
連
歌
456
）

　
　
　
　
　

梓
弓
お
も
ひ
か
へ
さ
ん
道
し
ら
で
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と
も
し
に
迷
ふ
鹿
の
あ
は
れ
さ
（『
園
塵
（
兼
載
）』
第
二
・
夏
部
1477
））

　
　
　
　
　
　

旅
恋

　
　
　

77
明
て
発
暮
て
宿
と
ふ
摺
衣
出
て
も
恋
の
み
を
し
は
な
れ
ぬ

　
　
　
　
　

情
あ
る
人
を
親
と
や
頼
ま
ゝ
し

　
　
　
　

く
れ
て
宿
と
ふ
か
た
岡
の
里
（『
萱
草
（
宗
祇
）』
雑
連
歌
1102
／
『
名
所
句
集
』
旅
1234
）

　
　
　

こ
の
二
例
は
、
工
夫
さ
れ
た
表
現
と
い
う
よ
り
は
平
易
で
単
純
な
も
の
な
の
で
、〈
影
響
を
受
け
た
〉〈
表
現
を
摂
取
し
た
〉
と
ま
で
言
え

る
か
ど
う
か
の
判
断
が
難
し
い
が
、
表
現
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
掲
出
し
た
。

（
23
）　

小
川
剛
生
「
戦
国
大
名
と
和
漢
聯
句

─
駿
河
今
川
氏
を
中
心
に
」（『
国
語
国
文
』
87
─
7
、
二
〇
一
八
年
七
月
）
に
詳
し
い
。

（
24
）　

稲
田
利
徳
「
室
町
期
の
和
歌
に
お
け
る
連
歌
的
表
現

─
連
歌
師
の
和
歌
を
中
心
と
し
て

─
」（『
連
歌
と
中
世
文
芸
』〈
角
川
書
店
・

一
九
七
七
年
〉
所
収
）、
松
本
麻
子
「
歌
連
歌
と
連
歌
歌

─
正
徹
の
和
歌
を
軸
に

─
」（『
中
世
文
学
』
58
、
二
〇
一
三
年
六
月
）

（
25
）　

正
徹
が
連
歌
に
携
わ
っ
て
い
た
資
料
は
乏
し
く
、
本
当
に
携
わ
っ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
っ
た
が
、 

廣
木
一
人
「
正
徹

句
を
含
む
「
応
永
廿
三
年
二
月
廿
三
日
『
賦
何
人
連
歌
』」
に
つ
い
て
」（『
中
世
文
学
』
64
、
二
〇
一
九
年
六
月
）
に
よ
り
、
連
歌
会
へ
の
参

加
が
確
認
さ
れ
た
。

（
26
）　

稲
田
利
徳
「
室
町
前
期
の
歌
人
と
連
歌
師

─
正
徹
と
宗
砌
の
交
渉
を
中
心
に

─
」（『
国
語
と
国
文
学
』
54
─
5
、
一
九
七
七
年
五
月
）

（
27
）　

稲
田
利
徳
『
正
徹
の
研
究 

中
世
歌
人
研
究
』（
笠
間
書
院
・
一
九
七
八
年
）
第
二
篇
第
四
章
第
二
節
「
草
根
集
抜
書
」、
豊
田
恵
子
「「
心

あ
る
あ
ま
の
な
ど
か
な
か
ら
ん
」考

─
三
条
西
実
隆
に
よ
る
正
徹
の
趣
向
摂
取
に
つ
い
て

─
」（『
叙
説
』33
、二
〇
〇
六
年
三
月
）、同「
正

徹
の
「
異
風
」
に
つ
い
て

─
舟
の
歌
を
中
心
と
し
て

─
」（『
書
陵
部
紀
要
』
59
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）、
注（
24
）松
本
論
文

（
28
）　

小
川
剛
生
「
心
珠
詠
藻
の
作
者

─
戦
国
大
名
と
在
国
公
家
の
は
ざ
ま
に
て

─
」（『
隔
月
刊　

文
学
』
13
─
5
、
二
〇
一
二
年
九
月
）。

な
お
長
伝
を
、米
原
正
義
「
中
世
武
士
と
文
芸

─
今
川
氏
の
場
合

─
」（『
國
學
院
雑
誌
』
63
─
5
、一
九
六
二
年
五
月
）
は
法
宗
院
の
僧
・

珠
長
に
比
定
し
た
が
、
小
川
は
論
拠
と
説
得
力
が
不
足
す
る
と
し
て
退
け
て
い
る
。
小
川
説
に
従
う
。

（
29
）　
『
連
歌
大
観
』「
宗
砌
日
発
句
」
解
題
（
生
田
慶
穂
執
筆
）



29 今川氏真の和歌表現

（
30
）　

島
津
忠
夫
著
作
集
3
『
連
歌
史
』（
和
泉
書
院
・
二
〇
〇
三
年
）
第
十
章
「
宗
祇
連
歌
の
表
現
」

（
31
）　

な
お
当
該
二
百
首
に
は
、
同
語
を
繰
り
返
し
た
和
歌
が
散
見
す
る
。
44
番
歌
以
外
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　

賤
の
屋
の
数
な
ら
ね
ど
も
数
〳
〵
に
か
さ
を
み
せ
た
る
夜
は
の
蚊
遣
火
（
百
首
31
「
蚊
遣
火
」）

　
　
　
　

雲
を
分
雲
に
ぞ
の
ぼ
る
山
ざ
く
ら
花
や
心
の
橋
と
な
り
ぬ
る
（
法
楽
百
首
112
「
交
花
」）

　
　
　
　

長
月
に
又
長
月
を
重
ね
し
も
お
し
む
に
た
ら
ぬ
け
ふ
の
暮
哉
（
法
楽
百
首
155
「
閏
九
月
尽
」）

　
　
　
　

う
つ
り
き
ぬ
此
比
秋
の
山
か
ぜ
も
冬
た
つ
雲
は
あ
か
し
た
つ
な
り
（
法
楽
百
首
156
「
初
冬
」）　　

（
32
）　

本
論
中
に
は
格
助
詞
「
の
」
を
用
い
た
例
の
み
を
挙
げ
た
が
、
他
に
氏
真
の
独
自
表
現
と
し
て
指
摘
し
う
る
も
の
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　
　
　

旅
行
友

　
　
　

189
悔
し
く
も
か
へ
り
み
ら
る
ゝ
山
路
か
な
か
た
ら
ふ
友
の
心
弱
さ
に

　
　
　
　

ま
ど
ひ
あ
る
人
の
う
は
さ
を
お
も
ふ
に
も
我
か
身
の
程
も
か
へ
り
み
ら
る
ゝ
（『
氏
真
Ⅱ
（
詠
草
中
）』
354
「
述
懐
」）

　
　
　

な
お
「
か
へ
り
み
ら
る
る
」
は
、
連
歌
に
「
か
へ
り
み
ら
る
ゝ
遠
の
山
も
と
／
む
ら
竹
に
薄
雲
な
び
き
夜
は
明
て
」（（『
園
塵
（
兼
載
）』

3062
・
3063
）
の
例
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

別

　
　
　

93
残
し
置
心
に
か
ふ
る
お
も
影
は
忘
れ
ず
つ
れ
よ
行
末
の
空

　
　
　
　
　
　

三
条
西
殿
実
澄
め
さ
れ
て
参
ず
。
二
十
首
当
座
人
数
十
七
人
／
聞
時
鳥

　
　
　
　

稀
に
聞
雲
井
の
声
を
時
鳥
面
影
残
せ
行
末
の
空
（『
氏
真
Ⅰ
（
今
川
氏
真
詠
草
）』
253
）

　
　
　
「
面
影
」
と
「
行
く
末
の
空
」
を
と
も
に
詠
む
の
は
、氏
真
の
み
。「
行
く
末
の
空
」
が
「
面
影
」
を
留
め
る
も
の
で
あ
り
、さ
ら
に
は
「
行

く
末
の
空
」
に
命
令
す
る
形
も
共
通
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

款
冬
露

　
　
　

117
を
の
づ
か
ら
う
つ
る
ば
か
り
を
置
露
の
色
く
ら
べ
す
る
山
吹
の
花

　
　
　
　

し
な
へ
た
る
を
の
が
姿
も
置
露
の
契
あ
り
け
る
山
吹
の
花
（『
氏
真
Ⅲ
（
草
庵
中
）』
45
「
千
本
念
仏
の
庭
花
の
も
と
社
」）



30

　
　
　
「
を
の
づ
・
を
の
」「
置
く
露
」「
山
吹
の
花
」
の
三
語
を
と
も
に
詠
み
込
む
の
は
、
氏
真
の
み
。

（
33
）　

注（
1
）井
上
著
書

（
34
）　

大
谷
俊
太
『
和
歌
史
の
「
近
世
」　

道
理
と
余
情
』（
ぺ
り
か
ん
社
・
二
〇
〇
七
年
）
所
収
「
近
世
堂
上
和
歌
序
説
」


